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近
代
日
本
研
究
第
三
十
三
巻
（
二
〇
一
六
年
）

資
料
紹
介明

治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
（
三
）

姜
兌
�
・
具
知
會
・
西
沢
直
子

今
回
も
引
き
続
き
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
韓
国
学
研
究
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
駐
日
來
去
案
」（「
駐
日
來
案
」
奎
一
八
〇

六
〇
）
か
ら
、
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
留
学
生
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
す
る
。
前
回
は
、
主
に
駐
日
公
使
か
ら
外
部
大
臣
へ
の
申
呈

を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
学
部
か
ら
の
指
示
を
得
て
、
外
部
大
臣
か
ら
駐
日
公
使
に
宛
て
た
文
書
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
時
期
に

つ
い
て
は
、
前
回
同
様
一
八
九
五
年
五
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

さ
ら
に
奎
章
閣
韓
国
学
研
究
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
駐
日
公
使
館
日
記
」（
奎
一
五
七
二
五
）
か
ら
も
、
留
学
生
に
関
す
る

記
事
を
抜
粋
し
掲
げ
る
。
こ
ち
ら
は
五
月
に
到
着
す
る
留
学
生
た
ち
が
仁
川
を
出
発
す
る
、
開
国
五
百
四
年
三
月
（
一
八
九
五
年

三
月
末
）
か
ら
の
記
事
を
検
討
し
紹
介
す
る
。

凡
例

翻
刻
お
よ
び
和
訳
文
、
註
の
作
成
は
、
以
下
の
原
則
に
よ
り
行
っ
た
。

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
様
々
な
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
朝
鮮
側
の
史
料
や
文
献
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
現
在
韓
国
に
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お
い
て
、
日
本
側
の
史
料
や
文
献
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
現
在
日
本
で
通
常
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
朝

鮮
時
代
の
年
号
や
人
名
、
一
部
の
固
有
名
詞
に
は
原
文
の
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
（
例

慶
應
義
塾
）。

二
、
合
字
の
�
・

は
コ
ト
・
ト
キ
と
表
記
し
た
。

三
、
原
文
の
体
裁
は
、
意
図
さ
れ
た
改
行
、
平
出
、
欠
字
の
み
を
残
し
た
。

四
、
和
訳
は
逐
語
訳
に
は
せ
ず
、
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
意
味
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
は
、
な
る
べ
く
原

文
に
あ
る
言
葉
を
使
用
し
た
。
ま
た
言
葉
を
補
う
際
に
は
、（

）
を
付
し
た
。

五
、
記
述
の
典
拠
と
な
る
文
献
史
料
は
﹇

﹈
で
示
し
た
。

六
、
留
学
生
の
出
身
、
父
兄
名
、
入
学
時
期
、
年
齢
な
ど
の
記
載
は
、
慶
應
義
塾
入
学
時
の
記
録
で
あ
る
「
慶
應
義
塾
入
社
帳
」

（
復
刻
版
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年

以
下
「
入
社
帳
」
と
略
す
）
に
よ
っ
た
。
詳
し
く
は
「
明
治
期

慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
（
一
）」『
近
代
日
本
研
究
』
三
十
一
巻
参
照
。
但
し
、
留
学
生
の
場
合
は
本
籍
欄
の
記
載
が
必
ず

し
も
出
身
地
を
示
し
て
は
い
な
い
。

七
、
頻
出
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
略
称
を
用
い
た
。

慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
全
五
巻
付
録
一
巻

慶
應
義
塾

一
九
五
八
〜
一
九
六
九
年

→

『
百
年
史
』

大
韓
民
国
文
教
部
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
大
韓
帝
國
官
員
履
歴
書
』
国
史
編
纂
委
員
会

一
九
七
二
年

→

『
官
員
履
歴
』

韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編
『
韓
國
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』
全
二
十
八
巻

韓
国
精
神
文
化
研
究
院

一
九
九
一
年

（http
://encykorea.aks.ac.kr

）→

『
韓
國
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』

国
史
編
纂
委
員
会
編
『
高
宗
時
代
史
』
全
六
集

国
史
編
纂
委
員
会

一
九
六
七
〜
一
九
七
二
年
（http

://db.history.go.

kr/item
/level.do?item

Id=gj

）→

『
高
宗
時
代
史
』
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車
培
根
『
開
化
期
日
本
留
学
生
�
�
言
論
出
版
活
動
研
究
（
Ⅰ
）
一
八
八
四
〜
一
八
九
八
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部

二

〇
〇
〇
年

→

『
言
論
出
版
活
動
研
究
』

黃
玹
『
梅
泉
野
錄
』
朝
鮮
末
期
、
黃
玹
が
一
八
六
四
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
歴
史
を
編
年
体
で
叙
述
し
た
も
の
。
六

巻
七
冊
。
う
ち
五
冊
半
が
一
八
九
四
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
記
録
。
一
九
五
五
年
に
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
か
ら
、
韓

国
史
料
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
〇
年
に
国
書
刊
行
会
か
ら
、
朴
尚
得
に
よ
る
和
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。

→

『
梅
泉
野
錄
』

『
朝
鮮
紳
士
寶
鑑
』
朝
鮮
出
版
協
会

一
九
一
二
年

日
帝
時
代
初
期
に
朝
鮮
の
王
族
、
日
帝
か
ら
爵
位
を
授
与
さ
れ
た
朝

鮮
人
貴
族
及
び
社
会
名
士
の
住
所
、
家
系
、
官
職
経
歴
、
学
歴
、
勲
章
、
爵
位
内
訳
等
を
記
載
し
た
紳
士
録
。
朴
泳
孝
、
李

完
用
、
朴
齊
純
等
初
期
親
日
派
の
多
く
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
独
立
記
念
館
韓
国
独
立
運
動
情
報
シ
ス
テ
ム
で
閲
覧
可
能

（http
://search.i815.or.kr/subCollection.do

）。

大
垣
丈
夫
編
『
朝
鮮
紳
士
大
同
譜
』
朝
鮮
紳
士
大
同
譜
発
行
事
務
所

一
九
一
三
年

→

『
朝
鮮
紳
士
大
同
譜
』

八
、
注
の
記
載
の
典
拠
と
し
た
韓
国
史
関
係
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
大
韓
帝
國
職
員
録
」
一
九
〇
八
年
大
韓
帝
国
の
職
員
録
。
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
の
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能

（http
://db.history.go.kr/item

/level.do?item
Id=jw

）。

「
朝
鮮
總
督
府
職
員
録
」
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
朝
鮮
総
督
府
の
職
員
録
。
同
右
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

閲
覧
可
能
。

韓
国
歴
代
人
物
総
合
シ
ス
テ
ム

韓
国
学
中
央
研
究
院
が
運
営
す
る
歴
代
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（http

://people.

aks.ac.kr

）。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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「
官
報
」
一
八
九
四
年
六
月
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
官
報
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能

（http
://w
w
w
.nl.go.kr

）。

「
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
」
一
八
九
四
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
駐
韓
日
本
公
使
館
の
文
書
。
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所

蔵
。
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
（http

://db.history.go.kr/item
/level.do?item

Id=jh

）。

「
承
政
院
日
記
」
朝
鮮
時
代
承
政
院
（
王
命
の
出
納
を
管
掌
す
る
所
）
で
処
理
し
た
王
命
出
納
、
行
事
、
事
務
、
儀
礼
事
項

等
を
記
録
し
た
日
記
。
一
六
二
三
年
三
月
か
ら
一
九
一
〇
年
八
月
ま
で
の
記
録
が
、
三
二
四
三
冊
の
筆
写
本
と
し
て
残
っ
て

い
る
。
二
〇
〇
一
年
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
録
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
（http

://sjw
.history.go.

kr

）。

＊
な
お
、
本
文
お
よ
び
注
に
利
用
し
た
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
所
蔵
資
料
は
、
次
の
通
り
。

「
譯
科
榜
目
」
一
四
九
八
年
か
ら
一
八
九
一
年
ま
で
の
訳
科
（
通
訳
官
選
抜
試
験
）
合
格
者
を
記
録
し
た
冊
子
。
奎
一
二
六

五
四

「
駐
日
公
使
館
日
記
」
奎
一
五
七
二
五

「
學
部
來
去
文
」
奎
一
七
七
九
八

「
駐
日
來
去
案
」（「
駐
日
來
案
」）
奎
一
八
〇
六
〇

「
宮
內
府
來
文
」
奎
一
七
七
五
七

Ⅰ
「
駐
日
來
去
案
」（「
駐
日
案

第
一
號
」）
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一
、
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
宛
外
部
大
臣
金
（
1
）

允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
五
月
三
十
日
（
一
八
九
五
年
六
月
二
十
二
日
）

外
部
大
臣
金

札
飭
事
照
得
本
月
二
十
七
日
接
到
學
部
照
會
內
開
由
本
部
選
派
學
生
于
日
本
東
京
慶
應
義
塾
留
學
肄
業
者
前
後
爲
六
百
四
十
一

（
2
）

人
也
近
聞
該
學
生
等
無
意
學
業
㝢
心
玩
嬉
貽
羞
隣
（
3
）

國
云
今
此
傳
說
雖
難
確
信
政
府
勉
飭
烏
可
無
也
此
次
全
權
公
使
行
將
登
程
請
煩

貴
大
臣
査
照
轉
飭
該
公
使
專
任
諸
學
生
勸
勉
之
責
俾
諸
學
生
兌
致
過
誤
以
修
實
業
寔
合
便
宣
等
因
准
此
査
政
府
之
遴
選
聽
雋
留
學

外
國
實
爲
他
日
國
家
之
需
用
究
其
本
意
不
容
泛
忽
玆
庸
札
知
仰

貴
公
使
査
照
一
俟
抵
館
將
此
佈
諭
諸
學
生
俾
勉
學
業
期
有
實
效
可
也
須
至
札
者

右

札

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高

開
國
五
百
四
年
五
月
三
十
日

本
月
二
十
七
日
に
学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
本
部
か
ら
派
遣
し
た
学
生
で
日
本
東
京
慶
應
義
塾
に
留
学
し
て
い
る
者
は
、

こ
れ
ま
で
六
百
四
十
一
人
前
後
に
な
る
。
最
近
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
学
生
た
ち
が
学
業
に
意
が
な
く
遊
び
惚
け
、
隣
国
に
恥

を
さ
ら
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
は
伝
聞
で
確
信
し
が
た
い
が
、
政
府
は
こ
う
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
次

の
全
権
公
使
は
今
ま
さ
に
着
任
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
外
部
大
臣
は
公
使
に
命
じ
、
公
使
は
諸
学
生
に
学
業
を
進
め

る
責
を
専
ら
に
果
た
し
、
諸
学
生
が
誤
ち
を
お
か
さ
ぬ
よ
う
に
致
し
、
以
て
実
業
を
修
め
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。
政
府
が

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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優
れ
た
者
を
選
別
し
て
外
国
に
留
学
さ
せ
る
の
は
、
実
に
他
日
の
国
家
の
需
要
の
た
め
で
あ
る
。
本
意
を
究
め
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

公
使
が
館
に
到
着
し
た
な
ら
ば
諸
学
生
を
諭
し
、
学
業
に
勉
め
さ
せ
、
実
効
が
あ
る
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
。

注（
1
）
駐
日
特
命
全
権
公
使
高
永
喜
お
よ
び
外
部
大
臣
金
允
植
に
つ
い
て
は
、
前
号
「
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
（
二
）」
参
照
の

こ
と
。
以
下
「
前
号
参
照
」
は
こ
の
資
料
紹
介
文
へ
の
参
照
を
示
す
。

（
2
）
「
六
百
四
十
一
人
」
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。「
入
社
帳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
留
学
生
は
、
一
九
八
名
で
、
記
載
が
な
い
一
八
八
一
年

か
ら
一
八
八
三
年
ご
ろ
ま
で
に
入
学
し
た
学
生
も
、『
百
年
史
』（
中
巻
前
一
四
五
〜
一
四
六
頁
）
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
と
、
六
十
余
名

に
す
ぎ
な
い
。
数
字
に
は
か
な
り
へ
だ
た
り
が
あ
る
。

（
3
）
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
六
月
二
十
九
日
付
『
時
事
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
前
々
日
二
十
七
日
付
の
諸
新
聞
に
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
朝

鮮
学
生
が
不
熱
心
で
あ
る
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、「
何
者
か
故
意
に
朝
鮮
学
生
を
傷
つ
け
ん
と
斯
る
通
信
を
為
し
て
各
新
聞
社

を
誤
ま
り
た
る
も
の
と
思
は
」
れ
る
と
あ
り
、
事
実
と
は
大
い
に
異
な
り
、
留
学
生
た
ち
は
実
際
に
は
官
費
学
生
と
し
て
の
責
を
全
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
一
心
に
勉
強
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

二
、
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
閏
五
月
四
日
（
一
八
九
五
年
六
月
二
十
六
日
）

外
部
大
臣
金

爲

札
飭
事
照
得
本
月
二
日
接
到
學
部
照
會
內
開
漢
城
居
女
人
金
（
1
）

蘭
史
本
年
三
月
間
自
辦
學
資
前
往
日
本
留
學
肄
業
而
該
女
人
現
請
入
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參
本
部
監
督
云
其
在
勸
學
之
義
來
者
不
拒
故
己
爲
許
施
玆
庸
仰
佈
請
煩
貴
大
臣
査
照
轉
飭
駐
箚
日
本
公
使
將
該
女
學
員
金
蘭
史
一

例
監
督
使
之
同
參
該
學
員
之
例
爲
要
等
因
准
此
玆
庸
札
知
仰
貴
公
使
査
照
導
辦
可
也
須
至
札
者

右

札

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高

開
國
五
百
四
年
閏
五
月
四
日

本
月
二
日
に
学
部
か
ら
達
し
た
照
会
に
は
、「
漢
城
居
住
の
女
人
金
蘭
史
が
、
本
年
三
月
に
、
学
費
を
自
弁
し
学
業
の
た
め
日
本

に
留
学
し
た
。
そ
の
女
性
が
本
部
の
監
督
下
に
入
る
こ
と
を
求
め
、
勧
学
の
義
が
あ
っ
て
来
た
者
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
許
し
た
。
外
部
大
臣
は
駐
箚
日
本
公
使
に
命
じ
、
当
該
女
学
生
の
金
蘭
史
を
監
督
し
、
他
の
学
生
た
ち
に

加
え
て
共
に
学
ば
せ
る
よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。
公
使
は
弁
え
て
導
く
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
。

注（
1
）
金
蘭
史

一
八
七
二
年
平
壌
に
生
ま
れ
る
。
一
八
九
五
年
五
月
十
日
夫
河
相
驥
と
来
日
﹇『
時
事
新
報
』﹈。
一
八
九
五
年
十
月
年
河
相

驥
と
と
も
に
、
二
十
三
歳
の
時
慶
應
義
塾
入
学
。
一
八
九
六
年
三
月
帰
国
﹇「
親
睦
会
日
記
」『
言
論
出
版
活
動
研
究
』﹈。
一
八
九
七
年
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
一
九
〇
六
年
帰
国
。
一
九
〇
七
年
梨
花
学
堂
の
総
教
師
を
務
め
る
。
一
九
一
九
年
四
月
、
国
権
運
動
の
最
中
、
北
京
で

死
亡
﹇『
中
央
毎
日
』﹈。
後
掲
「
お
わ
り
に
」
参
照
。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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三
、
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
閏
五
月
九
日
（
一
八
九
五
年
七
月
一
日
）

外
部
大
臣
金

爲

札
飭
事
照
得
本
日
接
到
學
部
照
會
內
開
日
本
僧
佐
野
（
1
）

前
勵
回
國
時
帶
去
學
員
三
人
曺
（
2
）

秉
柱
徐
（
3
）

廷
岳
李
（
4
）

厦
榮
現
住
日
本
西
京
靜
岡
縣

（
5
）

諸
寺
該
僧
之
出
義
勸
學
其
意
可
感
而
該
學
員
等
離
羣
獨
學
恐
難
成
就
應
飭
高
公
使
招
致
該
學
員
等
移
赴
慶
應
義
塾
同
窓
下
工
實
合

事
宜
請
煩
貴
大
臣
査
此
辦
理
可
也
等
因
准
此
玆
庸
札
知
仰

貴
公
使
査
照
遵
辦
可
也
須
至
札
者

右

札

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使

開
國
五
百
四
年
閏
五
月
九
日

本
日
学
部
か
ら
達
し
た
照
会
に
は
「
日
本
の
僧
侶
で
あ
る
佐
野
前
励
が
帰
国
時
に
伴
っ
た
学
員
三
名
、
曺
秉
柱
・
徐
延
岳
・
�
廈

榮
は
、
現
在
日
本
西
京
静
岡
県
の
諸
寺
に
住
ん
で
い
る
。
該
僧
（
佐
野
）
の
意
見
で
は
、
学
業
を
勧
め
た
い
が
、
他
の
学
生
達
と

離
れ
て
独
学
で
は
学
業
の
成
就
が
難
し
い
た
め
、
高
公
使
の
引
き
受
け
で
該
学
員
た
ち
を
慶
應
義
塾
に
移
さ
せ
、
同
窓
の
も
と
で

一
緒
に
学
ば
せ
る
こ
と
に
す
る
。
外
部
大
臣
は
こ
れ
を
処
理
す
る
よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。

公
使
は
従
う
べ
き
こ
と
。
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注（
1
）
佐
野
前
励

日
蓮
宗
宗
務
総
監
。
一
八
五
九
年
江
戸
浅
草
生
ま
れ
。
父
は
小
笠
原
氏
の
家
臣
・
下
河
氏
。
山
谷
正
法
寺
住
職
・
佐
野
日

遊
の
養
子
と
な
り
、
の
ち
池
上
本
門
寺
中
教
院
で
新
居
日
薩
に
学
ぶ
。
一
八
八
八
年
日
蓮
宗
の
組
織
改
革
を
提
案
す
る
が
失
敗
。
の
ち
宗

門
に
残
る
多
年
の
因
襲
を
打
破
し
よ
う
と
、
平
民
主
義
を
主
張
し
、
つ
い
に
宗
規
の
改
正
を
断
行
し
、
四
十
三
年
推
さ
れ
て
宗
務
総
監
と

な
っ
た
。
就
任
後
、
朝
鮮
布
教
の
開
始
、
日
宗
財
団
の
設
立
、
東
京
感
化
院
の
運
営
な
ど
に
当
た
っ
た
。
九
州
の
信
徒
か
ら
は
「
佐
野
の

御
前
」、
朝
鮮
の
信
徒
か
ら
は
「
佐
野
大
人
」
と
呼
ば
れ
た
。﹇『
20
世
紀
日
本
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四

年
﹈

（
2
）
曺
秉
柱

京
城
南
部
倉
洞
出
身
。
一
八
九
五
年
七
月
、
二
十
六
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
普
通
科
卒
業
。
帰
国
後
、
一
九
〇
三
年

外
部
見
習
生
に
選
ば
れ
、
一
九
〇
四
年
よ
り
外
部
繙
訳
官
補
な
ど
を
務
め
た
。﹇『
官
員
履
歷
』﹈

（
3
）
徐
廷
岳

京
城
北
部
桂
洞
出
身
。
徐
丙
達
長
男
。
一
八
九
五
年
七
月
、
二
十
二
歳
で
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
国
後
、
一
九
〇
四
年

度
支
部
主
事
、
一
九
〇
六
年
宮
内
府
大
臣
官
房
内
事
課
長
お
よ
び
宮
内
府
参
書
官
を
務
め
た
。
そ
の
後
一
九
〇
七
年
に
は
宮
内
府
参
書
官

お
よ
び
制
度
局
理
事
を
務
め
た
。
一
九
〇
八
年
帝
室
財
産
整
理
局
事
務
官
に
任
じ
ら
れ
た
。﹇
官
報
﹈

（
4
）
李
厦
榮

一
八
五
八
年
生
ま
れ
。
江
原
道
平
康
県
鴨
洞
出
身
。
一
八
九
五
年
七
月
、
二
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
国
後
、

中
学
校
教
官
・
駐
箚
法
国
公
使
館
三
等
参
書
官
な
ど
を
務
め
た
。﹇
官
報
﹈

（
5
）
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
五
月
二
十
五
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
「
僧
徒
の
日
本
留
学
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

花
山
龍
珠
寺
の
僧
釈
尚
順
、
金
剛
山
寺
摩
訶
衍
住
持
釈
金
籍
其
他
学
徒
三
四
名
ハ
日
本
の
僧
佐
野
前
励
師
に
従
ひ
不
日
日
本
静
岡
の
日

蓮
宗
教
校
に
遊
学
す
る
筈

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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四
、
外
部
大
臣
金
允
植
宛
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
閏
五
月
十
一
日
（
一
八
九
五
年
七
月
三
日
）

申

印

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高

爲

申
覆
事
窃
査
本
年
五
月
三
十
日
奉
到
札
飭
二
紙
內
開
學
生
五
人
前
往
日
本
東
京
使
之
留
學
一
事
洎
慶
應
義
塾
肄
業
學
生
免
其
過
誤

以
脩
實
業
一
事
本
月
初
四
日
奉
到
札
飭
內
開
漢
城
居
女
人
金
蘭
史
自
辦
學
資
前
往
日
本
將
該
女
學
員
一
例
監
督
使
之
同
參
諸
學
員

一
事
本
月
初
九
日
奉
到
札
飭
內
開
日
本
僧
佐
野
前
礪
帶
去
學
生
三
人
曺
秉
柱
徐
廷
岳
李
厦
榮
現
住
日
本
西
京
該
學
員
等
離
羣
獨
處

恐
難
成
就
招
致
該
學
員
移
赴
慶
應
義
塾
同
窓
下
工
一
事
均
經
閱
悉
俟
本
公
使
到
館
接
任
另
籌
辦
理
務
要
妥
協
外
理
合
具
由
申
复
伏

祈貴
大
臣
勻
鑑
可
也
須
至
申
覆
者

申

覆

外
部
大
臣
金

開
國
五
百
四
年
閏
五
月
十
一
日

印

本
年
五
月
三
十
日
に
到
着
し
た
札
飭
二
通
の
内
容
は
、
学
生
五
人
が
日
本
東
京
に
留
学
し
た
一
件
と
、
お
よ
び
慶
應
義
塾
で
学
ん

で
い
る
学
生
が
過
誤
を
犯
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
、
実
業
を
修
め
さ
せ
る
件
で
あ
っ
た
。
本
月
四
日
に
到
着
し
た
札
飭
の
内
容

は
、
漢
城
居
住
の
女
人
金
蘭
史
が
学
費
自
弁
で
日
本
に
赴
き
、
そ
の
女
学
生
を
監
督
し
諸
学
員
に
同
参
さ
せ
る
件
で
あ
っ
た
。
本
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月
九
日
に
到
着
し
た
札
飭
の
内
容
は
、
日
本
の
僧
侶
佐
野
前
励
が
帰
国
時
同
道
し
た
学
生
三
人
曺
秉
柱
、
徐
延
岳
、
�
廈
榮
が
、

現
在
日
本
西
京
静
岡
県
の
諸
寺
に
今
住
ん
で
お
り
、
他
の
学
生
達
と
離
れ
て
独
学
で
は
学
業
の
成
就
が
難
し
い
た
め
、
彼
ら
を
慶

應
義
塾
に
移
転
さ
せ
同
窓
と
一
緒
に
す
る
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
承
知
し
た
。
本
公
使
の
館
到
着
を
待
ち
、
任
務
を
格
別
に
処

理
す
る
よ
う
す
る
。

五
、
外
部
大
臣
金
允
植
宛
駐
箚
日
本
特
命
全
権
公
使
高
永
喜
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
六
月
一
日
（
一
八
九
五
年
七
月
二
十
二
日
）

申

印

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高

爲

申
呈
事
窃
査
本
年
閏
五
月
初
九
日
�
奉
到
�
札
飭
內
開
�
日
本
僧
佐
野
前
勵
�
回
國
�
�
時
�
帶
去
�
學
員
曺
秉
柱
徐
廷
岳
李

廈
榮
及
自
辦
學
資
�
�
留
學
肄
業
�
�
女
人
金
蘭
史
�
移
赴
慶
應
義
塾
�
�
使
之
同
窓
�
下
工
�
事
�
申
覆
�
�
業
經
在
案
�

�
�
本
公
使
	
館
�
到
�
後
該
學
員
三
人
及
女
人
�
招
�
�
慶
應
義
塾
�
移
赴


�
�
另
爲
奠
接
�
外
�
理
合
具
由
申
呈
伏
祈

貴
大
臣
鑑
核
後
轉
照
學
部
可
也
須
至
申
呈
者

右

申

外
部
大
臣
金

開
國
五
百
四
年
六
月
一
日

印

【
前
掲
二
お
よ
び
三
の
案
件
執
行
に
関
す
る
公
使
か
ら
の
申
呈
】

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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六
、
外
部
大
臣
金
允
植
宛
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
六
月
十
二
日
（
一
八
九
五
年
八
月
二
日
）

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高

爲

申
呈
事
�
窃
査
慶
應
義
塾
學
員
朴
（
1
）

叙
陽
�
遭
難
�
�
事
由
�
前
月
�
事
務
署
理
電
稱
�
有
�
�
�
�
�
該
學
員
�
奔
喪
	
期
要

�


則
其
情
狀
�
矜
悶
�
故
得
已
�
�
�
�
該
塾
敎
員
�


�
辦
�
�
該
學
員
	
數
朔
回
國
�
�
遺
憾
�
無
�
�
�
可
�
�
�

認
�
�
特
�
發
送
�
�
�
此
由
�
學
部
�
轉
照
�
�
可
也
須
至
申
呈
者

右

申

外
部
大
臣
金

開
國
五
百
四
年
六
月
十
二
日

慶
應
義
塾
の
学
員
で
あ
る
朴
叙
陽
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
先
月
の
事
務
署
理
の
電
報
に
も
あ
っ
た
が
、
当
該

学
員
が
父
母
の
喪
の
た
め
に
帰
国
を
要
す
る
か
ら
で
、
そ
の
心
情
は
極
め
て
憐
れ
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
該
塾
の
教
員

に
相
談
し
、
当
該
学
員
を
数
ヵ
月
間
帰
国
さ
せ
、
遺
恨
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
特
別
に
出
発
す
る
の
で
、
こ
の
旨

を
学
部
に
転
照
す
る
こ
と
を
願
う
。
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注（
1
）
朴
叙
陽

京
城
西
部
確
橋
出
身
。
朴
斎
斌
長
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
一
歳
で
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
。
一
九
〇
六
年
永
陵
参

奉
、
孝
陵
参
奉
、
宗
簿
司
主
事
、
宮
内
府
大
臣
官
房
主
事
。
一
九
〇
七
年
宮
内
府
秘
書
官
、
掌
礼
院
礼
式
官
、
完
順
君
宮
賛
尉
な
ど
を
務

め
た
。﹇
官
報
﹈

七
、
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
六
月
二
十
日
（
一
八
九
五
年
八
月
十
日
）

訓
令
第
九
號

現
接
學
部
照
會
內
開
曩
者
�
日
本
僧
佐
野
前
勵
�
還
國
�
時
�
帶
去
�
學
員
四
人
中
�
三
員
�
慶
應
義
塾
�
�
旣
爲
移
赴
�
�

�
	


安
（
1
）

明
善
一
員
�
尙
留
旅
館
�
�
離
羣
獨
學
�
�
恐
難
成
就
�


	
駐
日
公
使
�
�
訓
飭
�
�
該
學
員
安
明
善
�
慶
應
義

塾
�
�
移
赴
就
學
等
因
此
�
准
�
�
玆
�
訓
飭
�
	
照
亮
�
�
該
學
員
�
亦
使
就
學
慶
應
義
塾
�
�
一
體
監
督
�
�
要
�

開
國
五
百
四
年
六
月
二
十
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
座
下

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
先
に
日
本
の
僧
侶
佐
野
前
励
が
帰
国
す
る
時
に
伴
っ
た
学
員
四
名
の
内
三
名
は
、
慶
應
義
塾
に

す
で
に
移
転
し
た
が
、
安
明
善
ひ
と
り
は
ま
だ
旅
館
に
留
ま
っ
て
い
る
。
他
の
学
員
た
ち
か
ら
離
れ
て
の
独
学
に
な
り
学
業
成
就

が
難
し
い
た
め
、
駐
日
公
使
に
命
じ
、
当
該
学
員
安
明
善
も
慶
應
義
塾
に
移
し
て
就
学
さ
せ
る
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
に
従

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）

361



い
、
当
該
学
員
を
慶
應
義
塾
に
就
学
さ
せ
監
督
す
べ
き
こ
と
。

注（
1
）
安
明
善

一
八
七
八
年
生
ま
れ
。
京
畿
道
陽
智
県
鳳
村
出
身
。
安
稷
壽
長
男
。
一
八
九
五
年
八
月
、
十
七
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し

た
。
東
京
専
門
学
校
卒
業
。
一
九
〇
七
年
四
月
、
安
國
善
と
改
名
。
帰
国
後
、
一
九
〇
八
年
支
部
書
記
官
、
一
九
一
一
年
か
ら
約
二
年
間

清
道
郡
守
を
務
め
た
。﹇『
韓
國
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』﹈

八
、
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
七
月
十
一
日
（
一
八
九
五
年
八
月
三
十
日
）

指
令
第
十
四
號

貴
申
呈
�
接
�
�
慶
應
義
塾
學
員
�
朴
叙
陽
�
奔
喪
�
�
�
爲
�
�
特
�
發
送
�
	
�


準
此
閱
悉
�
�
�
�
玆
�
指
令
�



照
亮
�
�
可
�

開
國
五
百
四
年
七
月
十
一
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
台
下

【
前
掲
六
の
案
件
執
行
に
関
す
る
外
部
大
臣
か
ら
の
訓
令
】
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九
、
外
部
大
臣
金
允
植
宛
駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
七
月
二
十
四
日
（
一
八
九
五
年
九
月
十
二
日
）

申
覆
第
九
號

申
覆
事
�
本
月
十
三
日
�

貴
大
臣
訓
令
�
奉
到
�
�
�
現
接
學
部
照
會
內
開
日
本
僧
佐
野
前
勵
帶
去
學
員
四
人
中
三
人
移
付
慶
應
義
塾
�
�
安
明
善
一
人

尙
留
旅
館
離
羣
獨
學
恐
難
成
就
請
訓
飭
駐
日
公
使
安
明
善
移
付
慶
應
義
塾
就
學
等
因
前
來
准
此
玆
庸
訓
飭
貴
公
使
照
亮
可
也
等
因

�
閱
悉
�
�
後
該
學
員
安
明
善
�
慶
應
義
塾
�
移
付
�
�
一
體
	
就
學


�
�
緣
由
�
爲
�
�
申
覆
�

開
國
五
百
四
年
七
月
二
十
四
日

駐
箚
日
本
特
命
全
權
公
使
高
永
喜

外
部
大
臣
金
允
植
閣
下

【
前
掲
七
の
案
件
に
関
す
る
駐
日
全
権
公
使
か
ら
の
申
覆
】

十
、
駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
稙
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
九
月
十
五
日
（
一
八
九
五
年
十
一
月
一
日
）

訓
令
第
二
十
二
號

學
部
照
會
�
接
准
�


內
開
�
學
徒
十
人
�
日
本
�
留
學
�
�
�
�
�
�
慶
應
義
塾
�
許
入
�
�
�
要
�
�
故
	
該
學
員
等
�

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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姓
名
�
別
紙
�
具
�
�
玆
�
照
會
�
�
�
照
亮
�
�
�
駐
日
公
館
�
訓
飭
�
�
該
塾
�
許
赴
修
業
�
�
	
�


該
學
員
等
�
姓

名
�
別
錄
�
�
玆
�
訓
令
�
�

照
諒
�
�
該
學
員
�
慶
應
義
塾
�
�
許
赴
�
�
肄
業
�
�


望
�

開
國
五
百
四
年
九
月
十
五
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
稙
座
下

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
学
徒
十
名
が
日
本
に
留
学
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
慶
應
義
塾
に
入
学
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

当
該
学
員
た
ち
の
姓
名
を
別
紙
に
作
成
し
照
会
す
る
。
駐
日
公
館
に
命
じ
、
該
塾
に
赴
き
修
業
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。
こ

こ
に
当
該
学
員
の
姓
名
を
別
紙
に
記
録
し
て
訓
令
す
る
の
で
、
確
認
の
う
え
当
該
学
員
を
慶
應
義
塾
に
赴
か
せ
、
修
学
さ
せ
る
べ

き
こ
と
。

十
一
、
駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
植
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
十
一
月
三
日
（
一
八
九
五
年
十
二
月
十
八
日
）

訓
令
第
二
十
四
號

學
部
照
會
�
接
�
�
內
開
�
日
本
慶
應
義
塾
�
派
遣
�
留
學
員
中
�
親
病
�
時
急
�
�
情
勢
�
怜
惻
�
人
�
有
�
�
身
病
�
有

�
�
學
業
勉
勵
�
注
意
�
�
�
�
人
�
有
�
�
�
�
�
姓
名
�
開
錄
呈
交
�
�
�
貴
部
�
�
駐
日
公
館
�
訓
令
�
�
慶
應
義
塾

�
轉
通
�
�
該
學
員
十
五
人
�
趕
速
�
返
國
�
�
	
�


此
�
准
�
�
學
員
姓
名
錄
�
後
開
�
�
玆
�
訓
令
�
�
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照
諒
�
此
意
�
慶
應
義
塾
�
通
及
�
�
該
學
員
�
從
速
�
還
國
�
�
�
可
	

開
國
五
百
四
年
十
一
月
三
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
植
座
下

學
員
姓
名
錄

金
（
1
）

敬
濟

朴
（
2
）

完
緖

崔
（
3
）

奎
福

李
（
4
）

鐘
華

朴
（
5
）

正
善

李
（
6
）

瑾
相

吳
（
7
）

在
喆

李
（
8
）

奎
三

李
（
9
）

時
懋

崔
（
10
）

相
敦

鄭
（
11
）

殷
模

李
（
12
）

凞
峻

卞
（
13
）

志
琓

徐
（
14
）

丙
武

張
（
15
）

奎
煥

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
日
本
慶
應
義
塾
に
派
遣
し
た
留
学
員
の
な
か
に
は
、
親
の
病
で
事
情
が
苦
し
い
人
も
あ
り
、
病

気
で
学
業
精
進
に
集
中
で
き
な
い
人
も
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
（
そ
の
学
員
の
）
姓
名
を
一
覧
に
し
て
送
る
。
外
部
か
ら
駐
日
公
館
に

命
じ
て
慶
應
義
塾
に
伝
え
、
当
該
学
員
十
五
人
を
さ
っ
そ
く
帰
国
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
あ
っ
た
。
学
部
作
成
の
姓
名
録
を
付
け
る

の
で
、
確
認
の
う
え
そ
の
旨
を
慶
應
義
塾
に
通
報
し
、
当
該
学
員
を
速
や
か
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
。

学
生
姓
名
録

金
敬
濟

朴
完
緖

崔
奎
福

李
鐘
華

朴
正
善

李
瑾
相

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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吳
在
喆

李
奎
三

李
時
懋

崔
相
敦

鄭
殷
模

李
凞
峻

卞
志
琓

徐
丙
武

張
奎
煥

注（
1
）
金
敬
濟

前
号
参
照
。

（
2
）
朴
完
緖

京
城
北
部
小
安
洞
出
身
。
朴
泳
好
長
子
。
一
八
九
五
年
五
月
、
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
商
船
学
校
航
海
科
を
一

九
〇
一
年
八
月
二
十
五
日
に
卒
業
し
た
。﹇
學
部
來
去
文
﹈

（
3
）
崔
奎
福

前
号
参
照
。

（
4
）
李
鐘
華

前
号
参
照
。

（
5
）
朴
正
善

前
号
参
照
。

（
6
）
李
瑾
相

京
城
中
部
笠
洞
出
身
。
李
能
相
次
弟
。
一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
四
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
国
後
、
鉄
道
院
主

事
、
餉
官
、
陸
軍
一
等
軍
司
を
歴
任
し
た
。﹇
官
報
﹈

（
7
）
吳
在
喆

京
城
南
部
�
洞
出
身
。
吳
然
离
次
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。

（
8
）
李
奎
三
（
李
圭
三
）
京
城
中
部
美
洞
出
身
。
李
夏
榮
長
男
。
一
八
九
五
年
十
一
月
、
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
国
後
、
通

信
院
参
書
官
、
内
部
参
書
官
、
河
東
郡
守
な
ど
に
努
め
た
。﹇
官
報
﹈

（
9
）
李
時
懋

京
城
南
部
草
洞
出
身
。
李
一
溶
長
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
十
九
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。

（
10
）
崔
相
敦

京
城
南
部
美
洞
出
身
。
崔
萬
源
長
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
四
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
一
八
九
六
年
七
月
普
通

科
卒
業
。
同
八
月
見
習
逓
信
省
。
一
八
九
八
年
一
月
、
見
習
各
処
実
地
鉄
道
事
務
。
一
八
九
八
年
十
二
月
帰
国
し
た
後
、
一
九
〇
〇
年
か
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ら

鉄
道
院
技
師
、
農
商
工
部
技
師
、
農
商
工
部
鉄
道
局
長
な
ど
を
務
め
た
。﹇『
官
員
履
歴
』﹈

（
11
）
鄭
殷
模

慶
尚
道
機
張
憲
亀
漢
洞
出
身
。
鄭
寅
浩
次
男
。
一
八
九
五
年
十
一
月
、
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。

（
12
）
李
凞
峻

京
城
中
部
漢
洞
出
身
。
李
兢
懋
長
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
十
七
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。

（
13
）
卞
志
琓

前
号
参
照
。

（
14
）
徐
丙
武

前
号
参
照
。

（
15
）
張
奎
煥

一
八
七
四
年
生
ま
れ
。
京
城
西
部
杜
洞
出
身
。
張
佑
根
次
男
。
一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰

国
後
、
一
九
〇
一
年
に
法
部
主
事
、
一
九
〇
三
年
に
智
陵
莎
草
時
監
董
別
単
、
一
九
〇
五
年
に
太
僕
司
主
事
、
圜
丘
壇
令
、
宗
簿
司
主

事
、
宗
廟
署
令
を
歴
任
、
一
九
〇
七
年
に
宗
廟
署
令
を
務
め
た
。﹇『
官
員
履
歴
』﹈

十
二
、
駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
植
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
日
（
一
八
九
五
年
十
二
月
二
十
五
日
）

訓
令
第
二
十
六
號

李
特
進
官
（
1
）

埈
鎔
�
日
本
東
京
�
留
學
�
�
勑
命
�
奉
有
�
�
行
將
登
程
�
�
�
營
�
司
長
朴
（
2
）

鎔
和
�
前
主
事
魚
（
3
）

允
迪
�
同
爲
留

學
�
	
�
�
此
次
�
伴
行
�


�
玆
�
訓
令
�
�

照
諒
�
�
一
俟
該
一
行
倒
着
�
�
駐
接
留
學
等
節


妥
爲
周
全
�
�
可
�

開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
署
理
公
使
李
台
植
座
下

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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李
埈
鎔
特
進
官
が
日
本
東
京
に
留
学
す
る
勅
命
を
奉
っ
て
出
発
す
る
と
き
、
営
繕
司
長
の
朴
鎔
和
と
元
主
事
の
魚
允
迪
も
、
と
も

に
留
学
の
た
め
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
照
諒
し
て
当
該
一
行
を
待
ち
、
着
後
駐
日
公
使
は
留
学
に
つ
い
て
適
切
に
処
理
す
る

こ
と
。

注（
1
）
李
埈
鎔

一
八
七
〇
年
生
ま
れ
。
大
院
君
の
嫡
孫
、
髙
宗
の
甥
。
金
弘
集
内
閣
の
下
で
吏
曹
参
判
、
陸
軍
統
衛
使
、
内
務
衙
門
署
理
大

臣
を
歴
任
。
そ
の
後
特
派
日
本
報
聘
大
使
に
任
命
さ
れ
る
が
赴
任
せ
ず
、
一
八
九
五
年
十
一
月
日
本
留
学
の
命
を
受
け
来
日
。
一
八
九
七

年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
赴
き
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
、
一
八
九
九
年
日
本
に
戻
り
千
葉
県
に
住
む
。
一
九
〇
七
年
帰
国
後
、
太
極
一

等
章
と
大
勳
李
花
章
、
日
本
国
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
等
を
授
与
さ
れ
る
﹇『
朝
鮮
紳
士
大
同
譜
』、『
朝
鮮
紳
士
寶
鑑
』﹈。

（
2
）
朴
鎔
和
（
朴
鏞
和
・
朴
命
和
）
一
八
七
一
年
生
ま
れ
。
幼
名
は
命
和
。
一
八
八
二
年
当
時
陸
軍
生
徒
で
、
朴
泳
考
の
推
薦
で
一
八
八

二
年
慶
應
義
塾
に
入
学
す
る
。
一
八
九
五
年
宮
内
部
営
繕
司
長
歴
任
﹇『
高
宗
時
代
史
』﹈。

（
3
）
魚
允
迪

前
号
参
照
。
慶
應
義
塾
に
は
一
八
九
四
年
十
一
月
に
入
学
し
、
翌
年
五
月
に
朝
鮮
か
ら
一
一
三
名
の
留
学
生
た
ち
が
慶
應
義

塾
に
到
着
し
た
際
も
、
迎
え
る
側
に
い
る
。
乙
未
事
件
後
、
一
時
帰
国
し
て
い
た
も
の
か
。

十
三
、
駐
箚
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
三
日
（
一
九
八
五
年
十
二
月
二
十
八
日
）

訓
令
第
三
十
號

學
部
照
會
內
開
�
日
本
東
京
立
敎
大
學
敎
學
生
朴
（
1
）

基
駿
李
龍
在
�
東
京
島
貫
方
留
學
生
姜
璟
凞
高
（
2
）

羲
駿
�
九
州
熊
本
縣
留
學
生
玄

公
廉
愼
順
（
3
）

晠
六
人
�
上
年
冬
�
自
敝
部
�
次
第
派
遣
�
�
勉
勵
學
業
成
就
有
望
�

未
付
官
費
生
不
無
向
隅
歎
�
	
請
訓
駐
日
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暑
將
此
說
明
慶
應
義
塾
該
學
員
等
六
人
仍
使
留
學
前
塾
�
�
所
有
學
資
�
�
自
慶
應
義
塾
均
聽
各
該
學
堂
所
入
之
費
�
�
量
冝

撥
下
俾
無
不
足
之
歎
云
々
等
因
此
�
准
�
�
訓
令
�
�

照
諒
�
�
慶
應
義
塾
	
轉
商
�
�
該
學
員
六
人
	
學
資
�
酌
量
撥
給


�
�
�
可



開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
三
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
座
下

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
日
本
東
京
立
敎
大
学
敎
学
生
で
あ
る
朴
基
駿
・
李
龍
在
と
、
東
京
島
貫
方
の
留
学
生
で
あ
る
姜

璟
凞
・
高
羲
駿
、
九
州
熊
本
縣
の
留
学
生
で
あ
る
玄
公
廉
・
愼
順
晠
の
六
名
は
昨
年
冬
、
学
部
か
ら
順
次
派
遣
さ
れ
た
勉
励
し
学

業
成
就
が
有
望
な
者
た
ち
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
だ
官
費
生
で
は
な
い
た
め
嘆
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
公
使

館
は
こ
の
事
情
を
慶
應
義
塾
に
説
明
し
、
当
該
学
員
等
六
名
を
慶
應
義
塾
に
留
学
さ
せ
る
。
学
資
�
に
つ
い
て
、
慶
應
義
塾
に
各

学
堂
の
費
用
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
が
、
不
足
し
て
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
訓
令
に
准
じ
、
慶
應
義

塾
に
は
か
り
当
該
学
員
六
名
の
学
費
を
適
切
に
支
給
す
べ
き
こ
と
。

注（
1
）
訓
令
第
三
十
号
に
登
場
す
る
、
朴
基
駿
、
李
龍
在
、
姜
璟
凞
、
高
羲
駿
、
玄
公
廉
、
愼
順
晠
の
六
名
は
京
城
日
語
学
校
の
生
徒
で
、
一

八
九
四
年
冬
に
来
日
し
た
。「
入
社
帳
」
に
は
記
載
が
な
い
。
詳
し
く
は
桝
谷
祐
一
「
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
	

�
�
�

�
�

�
�
」（
甲
午
改
革
期
渡
日
留
学
生
派
遣
政
策
の
展
開
と
中
断
過
程
）『
 
!
"
�
#
』（
韓
国
史
学
報
）
五
六
（
韓
国

語
）、
二
〇
一
四
年
。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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（
2
）
高
羲
駿

一
九
〇
八
年
に
公
立
鎭
南
普
通
学
校
校
長
、
一
九
一
一
か
ら
主
に
府
郡
島
郡
守
を
務
め
た
﹇
大
韓
帝
國
職
員
録
・
朝
鮮
総
督

府
職
員
録
﹈。
思
想
講
究
會
の
設
立
メ
ン
バ
ー
﹇『
每
日
申
報
』﹈。「
入
社
帳
」
に
記
載
が
な
い
。

（
3
）
愼
順
晠

一
八
七
八
年
生
ま
れ
。
航
海
科
を
卒
業
﹇「
學
部
來
去
文
」﹈。
帰
国
後
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
八
年
、
逓
信
局
汽
船
光

済
丸
二
等
運
転
士
嘱
託
。
一
九
一
九
年
か
ら
逓
信
局
汽
船
光
済
丸
嘱
託
、
逓
信
局
海
員
養
成
所
教
務
係
嘱
託
な
ど
を
務
め
た
﹇
大
韓
帝
國

職
員
録
・
朝
鮮
総
督
府
職
員
録
﹈。

十
四
、
駐
箚
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
三
日
（
一
九
八
五
年
十
二
月
二
十
八
日
）

訓
令
第
三
十
一
號

學
部
照
會
內
開
�
慶
應
義
塾
學
員
嚴
（
1
）

柱
一
朴
（
2
）

炳
憲
劉
（
3
）

文
相
三
人
�
實
故
有
�
�
査
探
虛
實
�
�
使
之
返
國
可
也
等
因
比
�
准
�

�
訓
令
�
�
照
諒
�
�
該
學
員
等
�
確
有
實
故
�
�
	
一
同
出
送


�
�
可
�

開
國
五
百
四
年
十
一
月
十
三
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
箚
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
座
下

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
慶
應
義
塾
学
員
の
嚴
柱
一
・
朴
炳
憲
・
劉
文
相
の
三
名
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
そ
の
虚

実
を
綿
密
に
調
べ
、
帰
国
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
あ
っ
た
。
訓
令
に
応
じ
て
調
査
し
、
当
該
学
員
に
実
際
に
問
題
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
一
同
を
帰
国
さ
せ
る
べ
き
こ
と
。
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注（
1
）
嚴
柱
一

前
号
参
照
。

（
2
）
朴
炳
憲

前
号
参
照
。

（
3
）
劉
文
相

前
号
参
照
。

十
五
、
駐
箚
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
宛
外
部
大
臣
金
允
植
差
出

―
―
建
陽
元
年
一
月
十
八
日
（
一
九
八
六
年
一
月
十
八
日
）

訓
令
第
二
號

學
部
來
照
二
道
�
接
�
�
一
是
姜
（
1
）

龍
甲
學
資
十
五
元
由
駐
日
署
備
給
事
一
是
趙
（
2
）

載
道
等
六
人
付
官
費
生
事
等
因
�
�
此
�
准
�

�
訓
令
�
�
�

照
亮
�
	
該
塾


轉
商
�
	
遵
照
施
行
�
�
可
�

建
陽
元
年
一
月
十
八
日

外
部
大
臣
金
允
植

駐
紮
日
本
代
理
公
使
李
台
稙
座
下

学
部
よ
り
達
し
た
照
会
に
は
、「
姜
龍
甲
の
学
資
金
十
五
円
を
駐
日
公
使
館
は
支
給
す
る
こ
と
、
趙
載
道
な
ど
六
人
を
官
費
生
と

す
る
こ
と
」
と
あ
っ
た
。
慶
應
義
塾
に
は
か
り
実
行
す
べ
き
こ
と
。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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注（
1
）
姜
龍
甲

前
号
参
照
。

（
2
）
趙
載
道

生
年
未
詳
。
元
軍
部
大
臣
趙
羲
淵
の
息
子
。
趙
載
道
は
一
八
九
六
年
現
在
日
本
に
留
学
中
﹇『
韓
国
近
代
史
資
料
集
成
』
八

巻
﹈。
一
八
九
九
年
命
侍
従
院
分
侍
御
に
任
命
さ
れ
る
﹇
宮
內
府
來
文
﹈。

Ⅱ
「
駐
日
公
使
館
日
記
」

原
文
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訳
文
＊
年
月
は
〈

〉
を
補
い
簡
略
化
し
た
。

〈
開
国
五
〇
四
年
三
月
〉

四
日

乙
亥

西
三
月
二
十
九
日

金
曜
日

微
雨

学
部
衙
門
に
申
覆
を
送
り
、
本
国
学
員
四
人
が
東
京
に
到
着

し
た
事
を
伝
え
る
。

五
日

丙
子

西
三
月
三
十
日

土
曜
日

細
雨

午
前
六
時
出
発
し
て
、
京
都
博
覧
会
に
行
く
。
韓
永
源
、
魚

允
迪
、
尹
致
旿
、
朴
義
秉
、
山
崎
英
夫
が
同
行
す
る
。

十
六
日

丁
亥

西
四
月
十
日

水
曜
日

晴
微
震

帝
国
大
学
運
動
会
長
浜
尾
新
が
来
訪
し
、
来
る
十
三
日
の
隅

田
川
端
舩
競
漕
会
に
招
待
を
受
け
る
。

十
九
日

庚
寅

西
四
月
十
三
日

土
曜
日

晴

隅
田
川
大
学
学
徒
端
艇
競
漕
会
に
遊
ぶ
。

二
十
日

辛
卯

西
四
月
十
四
日

日
曜
日

雨

本
国
草
洞
居
住
の
十
五
歳
金
鳳
石
が
来
署
。

二
十
五
日

丙
申

西
四
月
十
九
日

金
曜
日

雨

外
務
衙
門
か
ら
、
本
国
の
学
徒
百
名
を
日
本
の
学
校
慶
應
義

塾
に
送
る
旨
の
通
達
が
来
る
。

二
十
七
日

戊
戌

西
四
月
二
十
一
日

日
曜
日

晴

外
務
衙
門
か
ら
東
京
朝
鮮
公
使
館
へ
電
報
到
来
。（
朝
鮮
）

政
府
が
送
っ
た
百
余
名
の
生
徒
が
今
日
仁
川
か
ら
内
務
主
事

領
と
共
に
乗
船
す
る
の
で
、
神
戸
到
着
に
応
じ
て
貴
館
雇
人

山
崎
英
夫
を
神
戸
で
待
た
せ
慶
應
義
塾
ま
で
生
徒
を
引
率
す

る
こ
と
。

〈
四
月
〉

七
日

戊
申

西
五
月
一
日

水
曜
日

晴

国
旗
を
掲
げ
て
百
十
三
名
の
生
徒
を
出
迎
え
、
慶
應
義
塾
に

到
着
後
、
演
説
館
で
（
演
壇
に
立
ち
）
相
見
の
礼
を
取
り
、
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分
か
れ
て
外
塾
舎
に
入
る
。

午
後
九
時
駐
米
署
理
李
玄
稙
が
東
京
を
離
れ
る
た
め
、
留
学

中
の
諸
学
員
が
新
橋
で
別
れ
を
告
げ
る
。

八
日

己
酉

西
五
月
二
日

木
曜
日

晴
、
大
風

事
務
代
辦

韓

金
鳳
石
を
慶
應
義
塾
に
入
学
さ
せ
る
た
め
に
送
る
。

学
徒
来
訪
。

九
日

庚
戌

西
五
月
三
日

金
曜
日

朝
陰
晩
暉

学
徒
達
に
（
署
理
の
）
交
替
で
韓
（
永
源
）
が
着
任
し
た
こ

と
を
伝
え
る
。

学
徒
の
任
徹
宰
お
よ
び
趙
東
爀
来
訪
。

慶
應
義
塾
に
赴
き
、
諸
学
員
を
労
い
励
ま
す
。

十
一
日

壬
子

西
五
月
五
日

日
曜
日

朝
陰
午
暄

学
員
申
海
永
お
よ
び
金
鎔
濟
、
来
訪
。

十
四
日

乙
卯

西
五
月
八
日

水
曜
日

朝
陰
晩
晴

兵
庫
県
知
事
お
よ
び
鉄
道
局
運
輸
課
長
服
部
氏
に
手
紙
を
送

り
、
学
徒
た
ち
の
保
護
、
応
接
を
頼
む
。

朴
義
秉
が
病
気
の
治
療
の
た
め
、
本
署
に
来
る
。

十
八
日

己
未

西
五
月
十
二
日

日
曜
日

晴

慶
應
義
塾
の
諸
学
員
を
訪
ね
る
。

二
十
日

辛
酉

西
五
月
十
四
日

火
曜
日

晴

午
前
八
時
金
署
理
か
ら
の
電
報
に
よ
る
依
頼
で
新
橋
に
赴

き
、
河
相
驥
と
そ
の
妻
の
到
着
を
出
迎
え
る
。

馬
関
に
い
る
金
署
理
か
ら
、
河
相
驥
と
そ
の
妻
に
つ
い
て
、

別
し
て
住
居
を
護
る
よ
う
書
状
が
届
く
。

二
十
三
日

甲
子

西
五
月
十
七
日

金
曜
日

朝
陰
晩
雨

釜
山
に
い
る
金
署
理
か
ら
河
相
驥
と
そ
の
妻
を
別
し
て
庇
護

し
、
助
け
る
よ
う
書
状
が
届
く
。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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二
十
四
日

乙
丑

西
五
月
十
八
日

土
曜
日

晩
陰

慶
應
義
塾
で
の
本
国
人
（
朝
鮮
人
）
親
睦
会
定
会
に
赴
き
、

会
員
を
定
め
て
（
会
は
）
終
了
し
た
。

二
十
七
日

戊
辰

西
五
月
二
十
一
日

火
曜
日

晴

慶
應
義
塾
塾
長
か
ら
書
状
が
届
き
、
来
る
西
暦
二
十
五
日
の

日
本
学
徒
（
慶
應
義
塾
）
大
運
動
会
に
招
待
を
受
け
る
。

二
十
九
日

庚
午

西
五
月
二
十
三
日

木
曜
日

陰

送
外
務
大
臣
子
爵
陸
奥
宗
光
に
半
公
文
第
一
號
を
送
り
、
本

国
遊
学
紳
士
尹
致
旿
に
旅
行
券
一
紙
を
繕
送
っ
た
と
伝
え

る
。

〈
五
月
〉

一
日

辛
未

西
五
月
二
十
四
日

金
曜
日

晴

午
後
八
時
新
橋
に
赴
き
、
遊
学
員
尹
致
旿
の
帰
国
を
見
送

る
。

二
日

壬
申

西
五
月
二
十
五
日

土
曜
日

晴
、
大
風

慶
應
義
塾
春
期
大
運
動
会
を
観
覧
す
る
。

三
日

癸
酉

西
五
月
二
十
六
日

日
曜
日

雨

慶
應
義
塾
諸
学
員
、
来
訪
。

十
日

庚
辰

西
六
月
二
日

日
曜
日

晴
風

慶
應
義
塾
諸
学
員
、
来
訪
。

十
一
日

辛
巳

西
六
月
三
日

月
曜
日

晴
、
大
風

学
部
か
ら
の
電
報
で
、
本
日
留
学
生
二
十
六
名
が
神
戸
で
乗

り
換
え
て
出
発
す
る
た
め
、
横
浜
に
人
を
派
遣
し
て
横
浜
で

出
迎
え
る
よ
う
慶
應
義
塾
に
知
ら
せ
た
こ
と
を
、
仁
川
の
学

部
員
に
伝
え
る
。

慶
應
義
塾
に
福
沢
諭
吉
を
訪
問
す
る
。

十
六
日

丙
戌

西
六
月
八
日

土
曜
日

雨

慶
應
義
塾
諸
学
員
、
来
訪
。
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二
十
日

庚
寅

西
六
月
十
二
日

水
曜
日

晴

外
部
か
ら
、
尋
常
師
範
学
校
と
高
等
師
範
学
校
の
教
科
書
、

及
び
両
校
教
師
の
参
考
書
を
各
一
部
ず
つ
す
ぐ
購
入
し
て
送

る
よ
う
に
と
の
札
飭
が
来
る
。

外
部
か
ら
、
慶
應
義
塾
の
学
員
に
つ
い
て
公
館
で
保
護
す
べ

き
旨
の
札
飭
が
来
る
。（
学
員
の
）
姓
名
と
歳
を
記
録
し
た

一
冊
が
別
途
添
付
さ
れ
る
。

二
十
一
日

辛
卯

西
六
月
十
三
日

木
曜
日

細
雨

午
前
十
一
時
新
橋
に
赴
き
、
学
員
二
十
六
名
を
迎
え
、
慶
應

義
塾
に
引
率
す
る
。

学
部
大
臣
か
ら
、
学
員
二
十
八
人
を
留
学
さ
せ
る
の
で
、
別

し
て
保
護
す
る
よ
う
文
書
が
届
く
。
洪
奭
鉉
と
金
鳳
石
に
関

す
る
訓
示
二
枚
と
学
員
姓
名
録
一
冊
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。

外
務
大
臣
臨
時
代
理
侯
爵
西
園
寺
公
望
に
第
四
号
公
文
書
を

送
り
、
尋
常
師
範
高
等
師
範
両
学
校
の
教
科
書
及
び
教
師
参

考
書
各
一
部
を
、
文
部
省
で
購
い
集
め
送
る
こ
と
を
求
め

る
。

二
十
二
日

壬
辰

西
六
月
十
四
日

金
曜
日

晴

学
員
朴
叙
陽
、
来
訪
。

二
十
三
日

癸
巳

西
六
月
十
五
日

土
曜
日

晴

外
部
に
電
報
を
送
り
朴
叙
陽
の
喪
の
た
め
の
帰
国
を
請
う
。

二
十
四
日

甲
午

西
六
月
十
六
日

日
曜
日

雨

慶
應
義
塾
の
学
員
、
来
訪
。

二
十
五
日

乙
未

西
六
月
十
七
日

月
曜
日

晴

外
部
よ
り
学
員
二
十
八
名
を
、
別
し
て
保
護
す
べ
き
旨
札
飭

が
来
る
。
名
前
の
書
付
一
冊
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

二
十
六
日

丙
申

西
六
月
十
八
日

火
曜
日

晴

学
員
朴
叙
陽
、
来
訪
。

三
十
日

庚
子

陰

慶
應
義
塾
学
員
、
来
訪
。
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〈
七
月
〉

四
日

壬
寅

晴

福
沢
諭
吉
お
よ
び
諸
学
員
を
訪
問
す
る
。

六
日

甲
辰

晴

外
部
に
申
第
六
号
を
送
り
、
留
学
生
中
の
重
病
人
で
あ
る
趙

元
奎
、
李
在
夏
、
尹
基
周
、
徐
丙
吉
、
任
徹
宰
、
吳
世
儀
、

黃
祐
悳
を
帰
国
さ
せ
、
帰
国
費
用
と
し
て
学
資
金
か
ら
一
人

三
十
元
ず
つ
出
す
こ
と
を
伝
え
る
。

七
日

乙
巳

晴

慶
應
義
塾
に
赴
き
、
学
員
た
ち
の
学
習
状
況
お
よ
び
塾
舎
寄

宿
舎
等
を
見
る
。

九
日

乙
未

晴

福
沢
諭
吉
が
来
訪
し
、
留
学
生
が
日
本
語
を
粗
々
解
す
る
よ

う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
各
会
社
や
各
工
場
に
派
遣
し
て
学
ば

せ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

十
日

丙
申

晴

外
部
か
ら
、
女
学
生
安
吉
堂
が
学
業
の
た
め
に
日
本
東
京
に

行
く
の
で
、
到
着
次
第
照
会
し
処
理
す
る
よ
う
に
と
の
文
書

が
届
く
。

十
三
日

己
亥

晴

外
部
よ
り
、
学
部
か
ら
の
文
書
に
日
本
僧
侶
佐
野
前
励
が
連

れ
て
き
た
学
員
四
人
の
中
三
人
が
慶
應
義
塾
に
入
っ
た
が
、

残
り
一
人
安
明
善
も
該
塾
に
移
す
と
の
訓
令
が
届
く
。

又
、
紳
士
金
鼎
禹
は
日
本
東
京
八
王
子
等
に
赴
き
、
工
事
の

見
習
お
よ
び
造
紙
機
械
の
購
入
に
尽
力
す
べ
き
こ
と
。

十
五
日

辛
丑

晴

慶
應
義
塾
の
諸
学
員
を
訪
問
す
る
。

十
六
日

壬
寅

晴

本
館
参
書
官
李
台
植
が
、
遊
覧
朝
士
を
迎
接
す
る
た
め
神
戸

に
向
っ
て
出
発
し
、
雇
員
山
崎
英
夫
が
随
行
す
る
。
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二
十
二
日

戊
申

晴

新
橋
に
赴
き
、
遊
覧
朝
士
を
迎
え
る
。
一
行
公
館
に
戻
り
皆

で
酒
を
飲
ん
だ
後
、
新
居
住
地
を
見
回
っ
た
後
、
深
夜
公
館

に
戻
る
。

二
十
三
日

己
酉

晴

遊
覧
朝
士
一
行
の
い
る
旅
館
を
訪
ね
、
ま
た
慶
應
義
塾
の
諸

学
員
を
訪
問
す
る
。

二
十
五
日

辛
亥

朝
晴
、
晩
雨

本
日
恭
遇
我

午
後
三
時
に
遊
覧
朝
士
四
十
名
、
諸
学
生
百
五
十
余
名
、
及

び
横
浜
税
関
留
学
中
の
十
一
名
を
招
き
、
慶
樽
を
設
け
、
旧

公
館
後
園
に
お
い
て
立
食
、
酌
を
取
っ
て
皆
で
（
万
寿
聖
節

を
）
祝
っ
た
。
公
使
が
祝
辞
し
、「
本
日
偉
大
な
る
我
が
大

君
主
陛
下
の
万
寿
聖
節
で
と
て
も
嬉
し
い
。
踏
舞
歓
抃
の
目

出
度
こ
と
で
あ
る
。
全
て
の
人
々
、
遊
覧
朝
士
、
留
学
諸
生

と
共
に
、
こ
こ
に
慶
樽
を
設
け
、
声
を
出
し
て
そ
の
崇
高
さ

を
恭
し
く
祝
い
た
い
。
大
君
主
陛
下
聖
寿
万
ヾ
歲
王
陛
下
后

聖
寿
万
ヾ
歲
」

読
み
終
え
る
と
杯
を
挙
げ
万
歳
を
叫
び
、
日
が
暮
れ
た
後
は

灯
火
を
掲
げ
、
深
夜
に
至
り
帰
る
。

宮
内
府
に
電
信
に
て
上
奏
し
、
臣
下
高
永
喜
、
閔
泳
喆
が
万

寿
聖
節
の
慶
祝
を
伝
え
る
。

外
務
大
臣
臨
時
代
理
西
園
寺
公
望
、
次
官
原
敬
、
秘
書
官
中

田
敬
義
、
書
記
官
井
上
勝
之
助
、
政
務
局
長
小
村
壽
太
郞
、

通
商
局
長
藤
井
三
郎
、
参
事
官
本
野
一
郞
、
外
務
省
所
属
の

五
辻
長
仲
、
正
四
位
関
義
臣
、
式
部
長
三
宮
義
胤
、
東
京
府

知
事
三
浦
安
、
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
、
現
在
病
気
治
療
中
の

陸
奥
宗
光
が
代
わ
り
に
送
っ
た
式
部
官
の
伊
藤
勇
吉
、
福
沢

捨
次
郎
、
益
田
英
次
、
村
上
守
倫
、
小
川
實
、
長
島
巖
次

郞
、
ド
イ
ツ
公
使
が
祝
い
に
来
る
。
英
国
公
使
は
避
暑
中
の

た
め
、
現
地
か
ら
祝
の
文
書
が
来
る
。
メ
キ
シ
コ
総
領
事
か

ら
祝
の
電
報
が
来
る
。

二
十
八
日

甲
午

晴

福
沢
諭
吉
及
び
閔
参
判
の
旅
館
を
訪
問
す
る
。
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外
部
に
電
報
を
打
ち
、
福
沢
が
償
債
に
つ
い
て
、
元
金
を
一

カ
月
以
内
に
清
算
し
、
利
息
は
契
約
に
基
づ
き
帳
消
し
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
旨
を
伝
え
る
。
該
元
金
は
す
ぐ
に
鎌
田

に
渡
し
、
以
前
兪
星
濬
に
預
け
お
い
た
金
銭
で
行
う
案
を
回

示
し
た
。

〈
八
月
〉

二
日

戊
戌

晴

外
部
に
電
報
を
打
ち
、
福
沢
が
元
金
だ
け
の
清
算
を
認
め
て

い
る
の
で
、
大
使
以
外
の
誰
が
い
つ
行
う
か
を
決
め
、
直
ち

に
示
す
こ
と
を
告
げ
る
。

八
日

甲
辰

曇
り
、
雨

慶
應
義
塾
に
赴
き
、
新
た
に
入
学
し
た
紳
士
達
の
入
学
の
様

子
を
観
た
後
、
と
も
に
住
い
の
旅
館
ま
で
赴
く
。

十
一
日

丁
未

晴

午
後
六
時
本
国
（
朝
鮮
）
の
料
理
を
用
意
し
、
福
沢
一
太

郎
、
福
沢
捨
次
郎
、
益
田
英
次
及
び
参
判
閔
泳
喆
を
招
い
て

食
事
を
す
る
。

十
六
日

壬
子

晴

福
沢
諭
吉
を
訪
問
す
る
。

福
沢
一
太
郎
か
ら
お
礼
の
刺
が
来
る
。

十
七
日

癸
丑

晴

福
沢
捨
次
郎
、
来
訪
。

二
十
日

丙
辰

雨

夕
刻
よ
り
遊
覧
朝
士
一
行
の
集
会
が
あ
り
、
宵
に
公
館
に
達

す
。

福
沢
捨
次
郎
、
来
訪
。

二
十
一
日

丁
己

朝
雨
、
晩
晴
れ

外
部
に
電
報
を
打
ち
、
今
朝
の
電
報
で
は
伝
え
て
い
な
い

が
、
紳
士
と
学
徒
た
ち
が
と
も
に
皆
帰
国
を
求
め
て
い
る
旨
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を
申
し
送
る
。

福
沢
捨
次
郎
、
益
田
英
次
が
来
る
。

〈
九
月
〉

六
日

辛
未

曇
り

午
後
六
時
紅
葉
館
で
、
福
沢
諭
吉
と
晩
餐
を
す
る
。

十
日

乙
亥

曇
り

外
部
に
申
を
送
り
、
慶
應
義
塾
学
員
中
病
人
お
よ
び
学
業
に

怠
け
て
い
る
人
物
、
ま
た
難
に
あ
っ
て
い
る
人
物
三
名
を
国

に
帰
す
こ
と
を
伝
え
る
。

又
、
遊
覧
朝
士
が
日
本
に
来
て
滞
在
し
た
際
に
使
用
し
た
費

用
で
、
公
館
経
費
か
ら
立
替
え
た
分
を
返
還
し
て
ほ
し
い
旨

を
伝
え
る
。

十
二
日

丁
丑

半
晴
れ
半
曇
り

本
国
陸
軍
歩
兵
副
尉
成
暢
基
以
下
四
人
が
来
訪
し
、
士
官
の

見
習
が
し
た
い
と
言
う
。

義
和
君
迎
接
の
た
め
山
崎
英
夫
を
神
戸
に
送
る
。

十
六
日

辛
巳

雨

福
住
楼
に
赴
き
義
和
君
に
謁
す
。

学
部
よ
り
、
本
国
人
河
相
驥
を
官
費
留
学
生
と
し
て
慶
應
義

塾
に
入
学
さ
せ
る
旨
文
書
が
来
る
。

二
十
九
日

甲
午

晴

福
住
楼
に
赴
き
大
使
に
謁
す
。

外
部
か
ら
、
留
学
生
朴
義
秉
等
十
人
が
慶
應
義
塾
に
入
る
旨

訓
令
来
る
。

〈
十
月
〉

二
十
四
日

己
未

晴

望
哭
礼
を
行
っ
た
後
、
喪
服
に
着
替
え
る
。

義
和
君
一
行
及
び
慶
應
義
塾
諸
学
員
、
及
び
各
所
留
学
生
会

し
望
哭
礼
を
行
う
。
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二
十
八
日

晴

福
沢
諭
吉
及
び
慶
應
義
塾
諸
学
員
を
訪
ね
る
。

〈
十
一
月
〉

十
日

甲
戌

晴

福
沢
捨
次
郎
、
来
訪
。

十
二
日

丙
子

晴

義
和
君
の
元
に
赴
き
謁
し
、
随
行
し
て
本
館
に
来
る
。

益
田
英
次
、
来
訪
。

十
四
日

戊
寅

晴

又
、
慶
應
義
塾
留
学
生
中
重
病
に
か
か
っ
た
金
敬
済
等
十
五

人
を
本
国
に
帰
国
さ
せ
る
。

十
五
日

己
卯

晴

慶
應
義
塾
舎
監
村
上
守
倫
、
来
訪
。

十
六
日

庚
辰

晴

義
和
君
の
元
に
赴
き
謁
す
。

〈
建
陽
元
年
一
月
〉

一
日

水
曜

晴

慶
應
義
塾
の
諸
学
員
と
諸
士
官
を
招
き
、
餅
羹
や
酒
肴
で
も

て
な
す
。

四
日

土
曜

晴

外
部
に
申
を
送
り
、
慶
應
義
塾
学
生
金
允
求
等
八
人
が
今
回

の
試
験
で
普
通
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
分
か
れ
て
専
門
学
校

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
旨
、
又
学
生
中
重
病
に
か
か
っ
て

い
る
嚴
柱
一
等
八
人
が
自
ら
義
塾
を
退
学
し
帰
国
す
る
旨
を

伝
え
る
。

七
日

火
曜

晴

外
務
次
官
に
、
義
和
君
の
狩
猟
証
一
枚
の
送
付
を
求
め
る
旨

の
書
状
を
送
る
。
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福
沢
諭
吉
を
訪
問
す
る
。

八
日

水
曜

晴

慶
應
義
塾
諸
学
員
を
訪
問
す
る
。

十
日

金
曜

晴
、
微
震

又
、
慶
應
義
塾
学
員
嚴
柱
一
等
三
人
が
病
気
だ
と
言
う
が
、

虚
実
を
調
査
の
上
で
帰
国
さ
せ
る
。

又
、
東
京
島
貫
方
で
留
学
中
の
高
羲
駿
、
姜
璟
熙
二
人
に
、

慶
應
義
塾
が
所
有
し
て
い
る
学
資
金
を
も
っ
て
支
援
す
る
よ

う
慶
應
義
塾
に
伝
え
る
。

又
、
特
進
官
李
埈
鎔
が
勅
命
を
奉
じ
、
今
ま
さ
に
（
日
本

に
）
向
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
営
繕
司
長
朴
鏞
和
、
前

主
事
魚
允
迪
も
同
様
に
留
学
さ
せ
る
の
で
、
該
一
行
が
到
着

し
た
ら
臨
時
に
住
む
所
等
留
学
の
面
倒
見
を
す
る
こ
と
。

又
、
義
和
君
の
学
資
金
五
百
九
十
七
元
二
角
七
分
を
送
る
の

で
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
義
和
君
に
呈
納
す
る
こ
と
。

十
四
日

火
曜

晴

福
沢
よ
り
、
十
八
日
午
後
五
時
帝
国
ホ
テ
ル
に
招
き
た
い
旨

文
書
が
届
く
。

十
八
日

土
曜

晴

午
後
五
時
福
沢
の
宴
会
の
た
め
帝
国
ホ
テ
ル
に
赴
く
。

十
九
日

日
曜

晴

村
上
守
倫
、
来
訪
。

三
十
日

木
曜

晴

外
部
か
ら
の
訓
令
が
来
る
。
学
部
か
ら
の
文
書
に
、
先
日
病

気
の
た
め
帰
国
し
た
留
学
生
姜
�
甲
が
今
又
教
導
団
で
の
修

学
を
望
ん
で
い
る
。
留
学
生
趙
載
道
、
趙
�
顯
、
姜
容
九
、

金
斗
鉉
、
朴
靖
夏
、
鄭
恒
謨
の
六
人
も
日
本
留
学
を
考
え
て

い
る
の
で
、
諸
人
の
学
資
の
こ
と
を
慶
應
義
塾
に
説
明
し
、

実
施
す
る
よ
う
に
と
あ
っ
た
。

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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三
十
一
日

金
曜

晴

外
務
省
か
ら
貴
国
士
官
李
秉
武
の
士
官
学
校
の
修
学
成
績
一

冊
を
送
る
の
で
、
閲
覧
後
還
す
事
と
の
文
書
が
来
る
。

福
沢
諭
吉
、
来
訪
。

義
和
君
が
来
訪
し
睡
眠
を
と
る
。

〈
二
月
〉

六
日

木
曜

晴

福
沢
諭
吉
の
元
に
赴
き
謝
す
る
。
義
和
君
に
謁
見
す
る
。

〈
三
月
〉

二
十
日

金
曜

雨

外
部
に
対
し
慶
應
義
塾
か
ら
文
書
に
、
本
塾
留
学
生
中
、
金

憲
稙
、
�
炳
鉉
、
李
範
壽
、
�
炳
龜
、
安
禎
植
、
�
厦
榮
の

六
人
が
、
本
塾
に
報
告
せ
ず
密
か
に
米
国
に
行
っ
た
と
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
申
呈
し
た
。

外
部
か
ら
、
慶
應
義
塾
留
学
生
中
、
優
秀
な
五
十
人
を
選
抜

し
て
各
専
門
学
校
に
進
学
さ
せ
、
残
り
は
帰
国
さ
せ
る
と
の

訓
令
が
来
る
。

二
十
一
日

土
曜

曇
り

慶
應
義
塾
塾
長
小
幡
篤
次
郎
に
文
書
を
送
り
、
先
日
我
が
外

部
大
臣
か
ら
の
文
書
に
、
慶
應
義
塾
留
学
員
中
、
優
秀
な
五

十
人
を
選
抜
し
て
各
専
門
学
校
に
送
り
、
残
り
は
帰
国
さ
せ

る
と
あ
っ
た
事
を
伝
え
、
こ
の
仰
せ
に
準
じ
て
、
即
時
処
理

す
る
旨
を
伝
え
る
。

二
十
四
日

火
曜

雨

福
沢
諭
吉
を
訪
ね
、
慶
應
義
塾
学
員
の
帰
国
に
つ
い
て
一
日

中
相
談
し
た
が
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
。

外
部
に
電
報
を
送
り
、
学
徒
の
帰
国
に
つ
い
て
福
沢
が
第
三

条
、
第
五
条
、
第
十
四
条
に
抵
触
す
る
と
言
う
の
で
、
私
の

方
で
全
権
を
以
っ
て
条
約
を
改
め
る
こ
と
を
提
言
す
る
と
、

福
沢
は
委
任
状
が
あ
れ
ば
条
約
を
改
訂
し
、
直
ち
に
代
理
に

送
る
と
述
べ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
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〈
四
月
〉

〈
五
月
〉

十
一
日

月
曜

曇
り

慶
應
義
塾
塾
長
に
文
書
を
送
り
、
本
公
使
が
本
国
留
学
生
の
件

で
塾
長
と
直
接
お
会
い
し
相
談
し
た
く
、
来
る
十
三
日
二
時
半

に
、
恐
縮
で
あ
る
が
公
使
館
に
お
越
し
頂
き
た
い
旨
を
伝
え
る
。

二
十
日

水
曜

曇
り

慶
應
義
塾
の
諸
学
生
を
訪
問
す
る
。

二
十
七
日

水
曜

晴

学
生
会
の
た
め
慶
應
義
塾
に
赴
き
、
福
沢
諭
吉
お
よ
び
塾
長

小
幡
篤
次
郎
と
暫
く
開
学
す
る
こ
と
に
定
め
る
。

二
十
八
日

木
曜

曇
り

慶
應
義
塾
に
赴
き
、
福
沢
諭
吉
と
と
も
に
諸
学
員
に
説
諭

し
、
し
ば
ら
く
学
問
を
続
け
さ
せ
る
。

注（
1
）
西
京
博
覧
会

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
こ
と
。
一
八

九
五
年
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
京
都
岡
崎
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
一
八
九
五
年
四
月
三
日
付
『
時
事
新
報
』

に
「
博
覧
会
開
会
式
の
模
様
」、
四
月
十
二
日
に
「
京
都
博

覧
會
所
見
」
の
記
事
が
あ
る
。

（
2
）
韓
永
源

一
八
七
一
年
漢
城
生
ま
れ
。
一
八
九
一
年
科
挙

（
倭
学
）
に
合
格
﹇
譯
科
榜
目
﹈。
一
八
九
四
年
四
月
か
ら
駐

日
公
使
館
に
赴
任
し
、
事
務
署
理
、
書
記
、
参
書
官
等
を
歴

任
。
一
八
九
七
年
十
二
月
帰
国
後
、
中
枢
院
三
等
議
官
、
宮

內
府
水
輪
課
長
等
を
歴
任
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

（
3
）
魚
允
迪

前
号
お
よ
び
Ⅰ
章
十
二
注
（
3
）
参
照

（
4
）
尹
致
旿

一
八
六
九
年
忠
淸
南
道
牙
山
生
ま
れ
。
一
八
九

四
年
十
一
月
、
二
十
六
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
帰
国

年
未
詳
。
帰
国
後
議
政
府
主
事
、
中
枢
院
参
書
官
等
を
歴

任
。
一
九
一
三
年
中
枢
院
賛
議
﹇『
朝
鮮
紳
士
寶
鑑
』﹈。

（
5
）
朴
義
秉

前
号
参
照

（
6
）
山
崎
英
夫

前
号
参
照

（
7
）
隅
田
川
端
舩
競
漕
会

四
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
隅

田
川
上
流
で
行
わ
れ
た
帝
国
大
学
春
季
端
艇
会
。
一
八
九
五

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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年
四
月
十
一
日
付
『
時
事
新
報
』
に
「
帝
国
大
学
春
季
端
艇

會
」、
四
月
十
四
日
付
同
紙
に
「
帝
国
大
学
春
季
競
漕
會
」

の
記
事
が
あ
る
。

（
8
）
金
鳳
石
（
金
鳳
錫
）
一
八
八
一
年
生
ま
れ
。
一
八
九
五

年
五
月
、
十
五
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
入
社
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
名
前
は
金
鳳
錫
だ
が
、
一
八
九
五
年
当
時
の

年
齢
、
ま
た
国
内
活
動
を
他
の
留
学
生
と
一
緒
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
九
〇
〇

年
陸
軍
参
尉
に
任
命
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
八
年
強
盗
罪
人
と

さ
れ
処
刑
さ
れ
る
﹇
承
政
院
日
記
﹈。

（
9
）
李
玄
稙

生
歿
年
度
未
詳
。
一
八
九
三
年
、
駐
米
書
記
官

に
任
命
さ
れ
る
﹇『
高
宗
時
代
史
』﹈。
一
八
九
五
年
身
病
治

療
の
た
め
帰
国
﹇『
梅
泉
野
錄
』﹈。
帰
国
後
本
府
參
書
官
、

内
事
課
長
、
侍
従
院
侍
従
等
を
歴
任
﹇『
高
宗
時
代
史
』﹈。

（
10
）
任
徹
宰

前
号
参
照

（
11
）
趙
東
爀

前
号
参
照

（
12
）
申
海
永

一
八
六
五
年
京
畿
道
�
浦
生
ま
れ
﹇『
韓
國
民

族
文
化
大
百
科
事
典
』﹈。
一
八
九
五
年
五
月
、
慶
應
義
塾
に

入
学
し
た
（「
慶
應
義
塾
入
社
帳
」
に
は
、
一
八
九
五
年
当

時
二
十
六
歳
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
帰
国
後
一
八
九
八
年

中
枢
院
議
官
に
任
命
さ
れ
る
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。
本
巻
掲
載

桝
谷
祐
一
論
文
参
照
。

（
13
）
金
鎔
濟

前
号
参
照

（
14
）
河
相
驥

生
歿
未
詳
。
一
八
九
三
年
、
駐
日
公
使
館
一
等

参
書
官
に
任
命
さ
れ
る
﹇『
高
宗
時
代
史
』﹈。
ま
た
一
八
九

九
年
に
は
、
仁
川
港
裁
判
所
判
事
に
任
命
さ
れ
る
﹇
承
政
院

日
記
﹈。

（
15
）
妻

河
相
驥
の
妻
、
金
蘭
史
の
こ
と
。
Ⅰ
章
二
注
（
1
）

参
照
。

（
16
）
親
睦
会

一
八
九
五
年
五
月
十
二
日
、
朝
鮮
か
ら
日
本
へ

留
学
し
た
官
費
留
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
最

初
の
公
式
団
体
。
正
式
名
は
「
大
朝
鮮
人
日
本
留
学
生
親
睦

會
」。
一
八
九
八
年
九
月
解
散
に
至
る
ま
で
、
留
学
生
同
士

の
親
睦
を
図
り
、
開
化
に
関
す
る
知
識
・
意
見
の
交
換
、
及

び
自
主
独
立
思
想
の
鼓
吹
に
先
立
っ
た
﹇『
言
論
出
版
活
動

研
究
』﹈。

（
17
）
学
徒
大
運
動
会

一
八
九
五
年
五
月
二
十
五
日
に
慶
應
義

塾
で
開
か
れ
た
春
季
運
動
会
。
五
月
十
八
日
『
時
事
新
報
』

「
朝
鮮
人
の
競
技
」、
あ
る
い
は
『
風
俗
画
報
』
第
九
十
七
号

に
そ
の
記
録
が
載
っ
て
い
る
。
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（
18
）
洪
奭
鉉

京
城
日
語
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
一
八
九
四
年

三
月
に
来
日
、
同
年
中
に
東
京
専
門
学
校
に
入
学
し
た
。
本

巻
掲
載
枡
谷
祐
一
論
文
参
照
。

（
19
）
朴
叙
陽

Ⅰ
章
六
注
（
1
）
参
照

（
20
）
趙
元
奎
よ
り
黄
祏
悳
ま
で
の
七
名
に
つ
い
て
は
前
号
参

照
。

（
21
）
佐
野
前
励

Ⅰ
章
三
注
（
1
）
参
照

（
22
）
安
明
善

Ⅰ
章
七
注
（
1
）
参
照

（
23
）
金
鼎
禹

一
八
五
七
年
漢
城
生
ま
れ
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

一
八
九
五
年
十
一
月
二
十
一
日
、
三
十
五
歳
で
慶
應
義
塾
に

入
学
し
た
。
一
八
九
七
年
普
通
科
卒
業
。
そ
の
後
東
京
高
等

工
業
学
校
機
械
学
科
入
学
。
一
九
〇
〇
年
九
月
帰
国
。
帰
国

後
軍
部
技
手
、
陸
軍
砲
兵
參
領
、
陞
陸
軍
砲
兵
副
領
等
を
歴

任
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

（
24
）
李
台
稙

前
号
参
照

（
25
）
万
寿
聖
節

皇
帝
の
誕
生
日

（
26
）
高
永
喜

前
号
参
照

（
27
）
閔
泳
喆

前
号
参
照

（
28
）
福
沢
捨
次
郎

福
沢
諭
吉
の
二
男
。
一
八
六
五
年
生
ま

れ
。
一
八
八
一
年
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
、
一
八
八
三
年

兄
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
で
土
木
工
学
を
専
攻
、
卒
業
し
て
一
八
八

八
年
に
帰
国
し
、
山
陽
鉄
道
会
社
に
勤
務
し
た
。
一
八
九
六

年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
時
事
新
報
社
長
を
務
め
る
。
一
九

二
六
年
歿
。

（
29
）
益
田
英
次

一
八
五
六
年
、
現
在
の
山
口
県
萩
市
に
生
ま

れ
る
。
一
八
七
二
年
慶
應
義
塾
に
入
学
し
、
一
八
七
七
年
本

科
を
卒
業
、
一
八
八
一
年
か
ら
慶
應
義
塾
教
員
に
な
る
。
一

八
八
六
年
以
降
は
慶
應
義
塾
塾
監
と
し
て
在
塾
生
の
取
り
締

ま
り
に
当
た
る
。
一
九
〇
八
年
歿
。

（
30
）
村
上
守
倫

一
八
六
二
年
静
岡
生
ま
れ
。
一
八
八
八
年
慶

應
義
塾
に
入
学
し
、
一
八
八
九
年
別
科
を
卒
業
し
た
。
慶
應

義
塾
職
員
と
し
て
韓
国
留
学
生
監
督
の
任
に
あ
た
り
、
一
八

九
五
年
か
ら
一
八
九
六
年
頃
は
、
朝
鮮
留
学
生
寄
宿
舎
監
も

務
め
た
。

（
31
）
鎌
田
栄
吉

一
八
五
七
年
和
歌
山
生
ま
れ
。
一
八
七
四
年

慶
應
義
塾
に
入
学
し
、
翌
年
卒
業
。
一
八
七
六
年
慶
應
義
塾

教
員
と
な
る
。
一
八
九
四
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
一
八
九

八
年
慶
應
義
塾
長
に
就
任
、
一
九
二
二
年
文
部
大
臣
就
任
ま

で
、
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
塾
長
を
務
め
た
。
一
九
三
四
年
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歿
。
朝
鮮
政
府
と
慶
應
義
塾
間
の
留
学
生
委
託
契
約
締
結
に

あ
た
っ
て
は
、
渡
朝
し
て
交
渉
役
を
務
め
た
。『
鎌
田
栄
吉

全
集
』
全
三
巻
（
鎌
田
榮
吉
先
生
傳
記
及
全
集
刊
行
會
、
一

九
三
四
〜
一
九
三
五
年
）
が
あ
る
。

（
32
）
兪
星
濬

一
八
六
〇
年
漢
城
生
ま
れ
。
一
八
八
三
年
慶
應

義
塾
に
留
学
、
但
し
「
入
社
帳
」
に
は
記
録
が
な
い
。
一
八

九
五
年
日
本
横
浜
税
関
で
収
税
事
務
の
見
習
。
一
八
九
七
年

東
京
簿
記
専
門
学
校
、
一
八
九
八
年
明
治
法
律
学
校
に
入

学
。
一
八
九
九
年
帰
国
。
內
部
警
務
局
長
、
內
部
協
辦
、
內

閣
法
制
局
長
な
ど
を
歴
任
す
る
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

（
33
）
福
沢
一
太
郎

福
沢
諭
吉
の
長
男
。
一
八
六
三
年
生
ま

れ
。
一
八
八
二
年
慶
應
義
塾
本
科
を
卒
業
し
、
翌
年
ア
メ
リ

カ
へ
留
学
す
る
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
農
業
を
学
ん
だ
が
、
本

人
の
希
望
と
は
合
わ
ず
、
一
八
八
六
年
春
退
学
し
た
。
一
八

八
八
年
帰
国
後
、
英
文
学
な
ど
を
講
義
。
一
九
〇
七
年
か
ら

慶
應
義
塾
社
頭
に
就
任
。
一
九
二
二
年
か
ら
約
一
年
間
は
塾

長
も
兼
任
し
た
。
一
九
三
八
年
歿
。

（
34
）
紅
葉
館

一
八
八
一
年
に
開
業
し
た
会
員
制
の
高
級
料

亭
。
芸
術
家
、
政
治
家
な
ど
が
サ
ロ
ン
と
し
て
頻
繁
に
利
用

し
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
文
化
人
た
ち
に
親
し

ま
れ
た
が
、
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
、
現
在
跡
地
に
は
東
京

タ
ワ
ー
が
建
っ
て
い
る
。

（
35
）
成
暢
基

前
号
参
照

（
36
）
義
和
君

前
号
参
照

（
37
）
福
住
楼

一
八
九
〇
年
に
創
業
し
た
箱
根
の
旅
館
。
福
沢

諭
吉
を
は
じ
め
、
著
名
な
文
化
人
が
常
宿
と
し
、
箱
根
の
名

旅
館
と
し
て
繁
盛
。
現
在
も
営
業
し
て
い
る
。

（
38
）
金
敬
済

前
号
参
照

（
39
）
官
制
改
革
に
よ
り
、
一
八
九
五
年
十
一
月
十
七
日
か
ら
陽

暦
一
八
九
六
年
一
月
一
日
と
な
る
。

（
40
）
金
允
求

前
号
参
照

（
41
）
嚴
柱
一

前
号
参
照

（
42
）
高
羲
駿

Ⅰ
章
十
三
注
（
2
）
参
照

（
43
）
姜
璟
熙

Ⅰ
章
十
三
注
（
1
）
参
照

（
44
）
李
埈
鎔

Ⅰ
章
十
二
注
（
1
）
参
照

（
45
）
朴
鏞
和
（
朴
命
和
）
Ⅰ
章
十
二
注
（
2
）
参
照

（
46
）
帝
国
�
�
�

一
八
九
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
東
京
の
代
表

的
な
ホ
テ
ル
。
福
沢
は
し
ば
し
ば
利
用
し
た
。
一
八
九
六
年

一
月
十
八
日
に
同
ホ
テ
ル
で
、
友
人
を
招
い
て
「
真
実
紛
れ

も
な
き
書
生
の
雑
談
会
」
を
開
き
、
二
百
余
名
が
集
ま
っ
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た
。
一
月
二
十
一
日
日
付
時
事
新
報
に
「
福
澤
先
生
の
宴

會
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
47
）
姜
龍
甲

前
号
参
照

（
48
）
趙
載
道

Ⅰ
章
十
五
注
（
2
）
参
照

（
49
）
趙
�
顯

生
年
未
詳
。
日
本
の
士
官
学
校
を
工
兵
参
尉
で

卒
業
（
卒
業
年
度
未
詳
、「
駐
韓
日
本
公
使
館
記
錄
」
十
七

巻
）。日

本
留
学
中
一
九
〇
〇
年
に
青
年
同
盟
を
組
み
、
大
皇
帝

と
皇
太
子
廃
止
を
内
容
と
す
る
書
籍
『
革
命
血
約
』
を
作
成

し
た
罪
で
、
一
九
〇
四
年
処
刑
さ
れ
る
﹇『
梅
泉
野
錄
』﹈。

歿
後
、
一
九
〇
九
年
�
軍
工
兵
参
尉
に
追
�
さ
れ
る
﹇「
起

案
」
議
政
府
編
﹈。

（
50
）
姜
容
九

生
年
未
詳
。
一
八
九
六
年
成
城
学
校
在
学
中

に
、
大
朝
鮮
人
日
本
留
学
生
親
睦
会
に
加
入
﹇『
言
論
出
版

活
動
研
究
』﹈。
一
九
〇
〇
年
陸
軍
参
尉
に
任
命
さ
れ
る
﹇
承

政
院
日
記
﹈。

（
51
）
金
斗
鉉

一
八
九
五
年
九
月
、
二
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に

入
学
す
る
。

（
52
）
朴
靖
夏

生
年
未
詳
。
一
八
九
五
年
南
原
府
主
事
に
任
命

さ
れ
る
﹇
官
報
﹈。

（
53
）
鄭
恒
謨

一
八
六
八
年
東
萊
生
ま
れ
。
一
八
九
五
年
內
閣

主
事
、
一
九
〇
五
年
陸
軍
幼
年
学
校
敎
官
、
一
九
〇
七
年
中

枢
院
副
賛
議
歴
任
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

（
54
）
李
秉
武

一
八
六
四
年
漢
城
生
ま
れ
。
一
八
九
四
年
陸
軍

教
導
団
入
学
、
一
八
九
六
年
卒
業
後
帰
国
。
陸
軍
步
兵
正

尉
、
陸
軍
副
将
、
特
陞
正
二
品
等
を
歴
任
﹇『
官
員
履
歴
』﹈。

一
九
〇
七
年
李
完
用
内
閣
下
で
軍
部
大
臣
署
理
、
武
官
長
に

任
命
さ
れ
る
﹇『
朝
鮮
紳
士
寶
鑑
』﹈。

（
55
）
金
憲
稙

一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
六
歳
で
慶
應
義
塾
に

入
学
し
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
一
八
九
六
年
三
月
渡
米
す

る
﹇
駐
日
來
案
﹈。
一
八
九
九
年
駐
米
国
公
使
館
書
記
生
に

任
命
さ
れ
る
﹇
承
政
院
日
記
﹈。

（
56
）
�
炳
鉉

一
八
六
七
年
生
ま
れ
。
一
八
九
六
年
五
月
二
十

五
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
一
八

九
六
年
三
月
渡
米
す
る
﹇
駐
日
來
案
﹈。
一
八
九
九
年
帰
国
。

一
九
〇
〇
年
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
漢

城
基
督
青
年
会
を
組
織
、
議
事
部
委
員
長
と
な
っ
た
﹇
全
澤

鳧
『
韓
国
基
督
教
青
年
会
運
動
史
』
汎
友
社
、
一
九
九
四

年
﹈。

（
57
）
李
範
壽

一
八
九
五
年
五
月
二
十
三
歳
で
慶
應
義
塾
に
入
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学
し
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
一
八
九
六
年
年
三
月
渡
米
す

る
﹇
駐
日
來
案
﹈。

（
58
）
�
炳
龜

一
八
九
五
年
五
月
、
十
八
歳
で
慶
應
義
塾
に
入

学
し
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
一
八
九
六
年
年
三
月
渡
米
す

る
﹇
駐
日
來
案
﹈。
一
八
九
八
年
興
化
私
立
學
校
を
設
立
、

英
語
・
算
術
・
地
誌
・
歴
史
・
作
文
・
討
論
・
体
操
等
を
教

え
た
﹇『
高
宗
時
代
史
』﹈。

（
59
）
安
禎
植

一
八
九
五
年
五
月
、
二
十
六
歳
で
慶
應
義
塾
に

入
学
し
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
一
八
九
六
年
年
三
月
渡
米

す
る
﹇
駐
日
來
案
﹈。

（
60
）
�
厦
榮

Ⅰ
章
三
注
（
4
）
参
照

（
61
）
小
幡
篤
次
郎

一
八
四
二
年
中
津
に
生
ま
れ
る
。
一
八
六

四
年
福
沢
諭
吉
の
要
請
を
受
け
て
、
弟
甚
三
郎
と
と
も
に
入

学
以
来
、
生
涯
福
沢
の
傍
ら
で
補
佐
し
た
。
一
八
九
〇
年
か

ら
一
八
九
七
年
ま
で
慶
應
義
塾
塾
長
、
福
沢
諭
吉
歿
後
、
一

九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
慶
應
義
塾
社
頭
を
務
め

る
。
貴
族
院
議
員
。
一
九
〇
五
年
歿
。

（
61
）
第
三
条
、
第
五
条
、
第
十
四
条

朝
鮮
政
府
と
の
間
に
結

ば
れ
た
留
学
生
委
託
契
約
。

第
三
条

前
号
参
照

第
五
条

慶
應
義
塾
監
督
の
下
に
在
る
朝
鮮
国
学
部
衙
門
留
学
生

と
し
て
、
万
一
政
治
上
の
運
動
に
関
与
し
、
又
監
督
者
以
外

の
指
揮
を
受
く
る
者
、
及
び
不
治
の
疾
病
に
罹
り
、
或
は
性

行
惰
弱
、
学
業
不
進
、
及
び
破
廉
恥
の
行
為
あ
り
て
屢
々
塾

則
校
則
等
に
違
犯
し
、
到
底
前
途
に
見
込
な
き
者
と
認
定
し

た
る
時
は
、
之
を
朝
鮮
国
学
部
衙
門
に
送
還
す
る
事
。

第
十
四
条

本
契
約
は
一
方
の
意
志
に
拠
り
て
之
を
解
除
す
る
こ

と
を
得
る
と
雖
、
其
申
出
は
一
ヵ
年
前
に
在
る
を
要
す
。
又

双
方
の
合
意
に
拠
り
て
修
正
す
る
こ
と
を
得
る
事
。

398



お
わ
り
に

留
学
生
に
関
す
る
外
部
大
臣
か
ら
の
来
書
は
、
学
部
か
ら
の
指
示
を
伝
え
て
公
使
に
履
行
を
命
ず
る
形
式
で
、
本
稿
に
掲
げ
た

文
書
か
ら
は
、
朝
鮮
政
府
は
留
学
生
を
な
る
べ
く
慶
應
義
塾
に
集
め
て
、
一
元
的
に
監
督
し
た
い
と
考
え
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ

る
。
当
時
政
府
か
ら
の
官
費
留
学
生
ル
ー
ト
と
は
別
に
、
世
話
係
の
日
本
人
と
留
学
す
る
、
あ
る
い
は
資
料
に
登
場
し
た
金
鳳
石

や
金
蘭
史
の
よ
う
に
、
私
費
で
渡
航
し
の
ち
に
官
費
留
学
生
と
し
て
の
監
督
を
望
む
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
慶
應
義
塾

か
ら
、
さ
ら
に
無
断
で
ア
メ
リ
カ
へ
わ
た
る
学
生
も
出
て
き
た
。

公
使
館
の
日
記
か
ら
は
、
公
使
館
員
、
留
学
生
、
慶
應
義
塾
の
教
職
員
が
頻
繁
に
公
使
館
と
慶
應
義
塾
間
を
行
き
来
し
、
交
流

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
日
本
側
の
窓
口
は
、
通
訳
を
担
当
し
た
山
崎
英
夫
や
慶
應
義
塾
塾
監
を
務
め
た
益
田
英

次
の
ほ
か
に
、
福
沢
諭
吉
を
は
じ
め
、
福
沢
の
ふ
た
り
の
息
子
長
男
一
太
郎
、
次
男
捨
次
郎
の
関
わ
り
も
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
、
修
信
使
随
員
と
し
て
来
日
し
た
閔
泳
翊
や
兪
吉
濬
と
と
も
に
写
し
た
写
真
が
あ
る
の
で
、
朝
鮮

か
ら
留
学
生
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ご
く
初
期
に
、
留
学
生
と
二
人
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
た
が
、
そ
の
関
係

は
継
続
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
二
人
は
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
か
ら
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
に

留
学
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
兪
吉
濬
も
留
学
し
て
い
た
。
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
八
月
十
三
日
付
で
、
福
沢
諭
吉

が
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
ピ
ー
ポ
デ
ィ
の
モ
ー
ス
宅
に
兪
吉
濬
も
捨
次
郎
も
出
入
り
し
、
そ
の

世
話
を
受
け
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
二
人
の
交
流
が
朝
鮮
政
府
あ
る
い
は
慶
應
義
塾
の
留
学
生
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
、
今
後
さ
ら
な
る
資
料
を
探
し
て
い
き
た
い
。
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ま
た
今
回
の
文
書
や
記
事
の
な
か
で
、
興
味
深
い
の
は
女
子
の
留
学
も
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

金
蘭
史
は
、
お
そ
ら
く
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
成
績
表
に
あ
た
る

『
慶
應
義
塾
学
業
勤
惰
表
』
に
は
、
あ
る
一
時
期
初
等
教
育
課
程
で
女
児
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
福
沢
諭
吉
の
長
女

さ
と
（
三
、
の
ち
里
）、
次
女
ふ
さ
（
房
）
を
筆
頭
に
、
福
沢
の
知
人
の
娘
た
ち
が
ち
ょ
う
ど
学
齢
に
達
し
た
の
に
合
わ
せ
て
、

慶
應
義
塾
内
で
教
育
を
受
け
始
め
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
女
た
ち
は
、
同
年
齢
の
男
児
た
ち
が
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
名
前
が
記
入
さ
れ
て
は
い
な
い
。
女
子
に
つ
い
て
は
、
未
記
入
の
方
針
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
へ
の
名
前
の
記
載
は
の
べ
で
一
五
四
〇
一
人
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
中
の
た
だ
ひ
と
り
の
女
性
が
、
朝

鮮
か
ら
の
留
学
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅰ
章
で
紹
介
し
た
「
駐
日
來
去
文
」
か
ら
は
、
金
蘭
史
が
最
初
は
自
費
で
留
学
し
、
の
ち
に
官
費
留
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と

を
望
ん
で
、
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
よ
う
に
と
れ
る
。
一
方
Ⅱ
章
で
紹
介
し
た
「
駐
日
公
使
館
日
記
」
で
は
、
夫
河
相
驥
と
と
も

に
来
日
し
、
公
使
館
か
ら
は
夫
婦
で
か
な
り
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
九
月
十
六
日
に
な
っ
て
学
部
か
ら
の
通
達
で
夫
河
相

驥
が
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
一
緒
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
よ
う
に
と
れ
る
。
実
際
に
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』

に
は
、
二
人
並
ん
で
「
明
治
廿
八
年
十
月
入
社
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
金
蘭
史
に
つ
い
て
は
、
近
年
韓
国
で
い
く
つ
か
研
究
論

文
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
検
証
を
行
い
た
い
と
思
う
。
最
後
に
新
聞
記
事
を
四
点
ほ
ど
紹
介
し
て
お
く
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
三
月
二
十
九
日
付
「
朝
鮮
婦
人
の
日
本
留
学
」

朝
鮮
政
府
よ
り
日
本
に
派
遣
す
る
留
学
生
ハ
三
百
名
に
及
ぼ
す
覚
悟
に
て
度
支
衙
門
ハ
一
名
一
ケ
年
百
五
十
円
の
学
費
を
与

ふ
る
こ
と
を
承
諾
し
留
学
生
発
遣
に
関
す
る
一
切
の
事
ハ
内
務
大
臣
朴
泳
孝
氏
に
一
任
せ
ら
れ
た
り
而
し
て
内
三
十
名
ハ

近
々
慶
應
義
塾
に
送
る
筈
に
て
中
に
婦
人
も
四
名
あ
り
と
い
ふ
朝
鮮
婦
人
の
外
国
留
学
ハ
之
を
以
て
嚆
矢
と
す
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『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
四
月
六
日
付
「
日
本
留
学
生
の
事
」

日
本
留
学
生
三
百
名
の
内
先
づ
三
十
名
丈
け
発
遣
す
る
筈
な
り
し
が
其
後
少
し
く
模
様
換
り
三
百
名
一
時
に
遊
学
せ
し
む
る

こ
と
に
決
し
八
道
各
地
方
官
を
し
て
有
望
の
青
年
を
推
挙
せ
し
め
京
城
に
於
て
之
を
試
験
し
て
採
用
す
る
筈
に
て
已
に
其
手

続
に
着
手
せ
り
右
の
留
学
生
を
発
遣
す
る
に
就
て
ハ
各
自
専
門
学
を
修
得
す
る
の
外
斬
髪
職
に
て
も
可
な
り
製
本
業
に
て
も

可
な
り
必
ず
生
業
と
な
る
べ
き
一
種
の
職
芸
を
習
ふ
を
要
す
る
こ
と
に
せ
ん
と
ハ
度
支
大
臣
の
意
見
に
て
決
定
せ
し
所
な
り

と
又
前
便
に
報
じ
た
る
婦
人
の
留
学
生
五
六
名
ハ
業
務
官
等
の
夫
人
に
し
て
養
蚕
業
を
修
む
る
為
め
な
り
と

『
時
事
新
報
』
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
五
月
十
五
日
付
「
朝
鮮
人
夫
婦
の
留
学
」

朝
鮮
国
京
城
前
監
察
河
相
驥
氏
（
三
十
八
年
）
は
婦
人
金
闌
（
二
十
三
年
）
と
共
に
本
邦
に
留
学
の
目
的
に
て
白
川
丸
に
搭

じ
去
る
十
日
大
坂
に
着
し
昨
日
午
前
八
時
半
新
橋
に
到
着
し
た
り
同
氏
の
留
学
に
就
て
は
予
て
本
国
な
る
同
氏
の
知
己
よ
り

朝
鮮
公
使
館
通
訳
山
崎
英
夫
氏
に
依
托
し
来
り
し
由
に
て
山
崎
氏
は
同
氏
の
為
め
種
々
周
旋
し
取
敢
へ
ず
右
両
人
を
朝
鮮
公

使
館
に
留
め
置
く
よ
し
同
婦
人
は
重
に
語
学
及
び
諸
礼
式
を
学
び
朝
鮮
婦
人
社
会
文
明
の
先
達
者
た
ら
ん
と
の
希
望
を
抱
き

居
る
も
の
な
り
と
云
ふ

『
毎
日
新
聞
』
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
六
月
十
四
日
付
「
朝
鮮
婦
人
の
学
生＝

女
子
来
朝
の
嚆
矢
」

朝
鮮
男
子
の
留
学
生
は
沢
山
あ
れ
ど
も
女
子
の
留
学
生
あ
る
と
は
始
め
て
之
を
聞
く
名
を
闌
史
と
云
ふ
年
齢
は
二
十
二
歳
夫

は
河
相
驥
と
云
へ
る
人
に
て
平
壤
の
人
大
佐
相
当
の
身
分
あ
る
者
な
り
河
氏
は
身
を
朝
鮮
陸
軍
に
置
く
も
洋
式
の
繰
練
と
て

は
一
も
知
る
所
な
き
を
自
か
ら
羞
ぢ
先
き
頃
官
を
捨
て
東
京
に
来
り
今
は
陸
軍
教
導
団
の
学
生
と
な
れ
り
身
は
浪
々
の
身
な

れ
ば
素
よ
り
学
資
と
て
は
な
く
闌
史
は
神
田
に
朝
鮮
語
学
校
を
開
き
些
細
の
月
謝
を
得
て
日
々
日
本
語
と
英
語
を
研
究
し
居

る
と
此
夫
に
し
て
此
婦
あ
り
朝
鮮
の
為
め
に
賀
す
べ
し

明治期慶應義塾への朝鮮留学生（三）
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今
回
も
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
金
文
京
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
鶴
見
大
学
教
授
）
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に

謝
意
を
表
し
た
い
。
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